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給 料 表 の 適 用 範 囲 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公

布 す る 。
平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 二 号

給 料 表 の 適 用 範 囲 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

給 料 表 の 適 用 範 囲 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 二 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会

規 則 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 、 助 教 授 」 を 「 、 准 教 授 、 助 教 」 に 改 め る 。

第 一 条 の 二 第 一 項 中 「 、 盲 学 校 、 聾 学 校 又 は 養 護 学 校 」 を 「 又 は

ろ う

特 別 支 援 学 校 」 に 改 め る 。

第 二 条 た だ し 書 中 「 適 用 を 受 け る 者 」 の 下 に 「 及 び 管 理 職 手 当 に

関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 二 号 ） の 規 定 に よ

る 管 理 職 手 当 に 係 る 区 分 が 一 種 か ら 三 種 ま で の 職 に あ る 者 」 を 加 え 、

同 条 中 第 六 号 を 削 り 、 第 七 号 を 第 六 号 と し 、 第 八 号 を 第 七 号 と し 、

第 九 号 を 第 八 号 と す る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

初 任 給 、 昇 格 及 び 昇 給 等 の 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規

則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 三 号

初 任 給 、 昇 格 及 び 昇 給 等 の 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す

る 規 則

初 任 給 、 昇 格 及 び 昇 給 等 の 基 準 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 宮 崎

県 人 事 委 員 会 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 四 条 第 一 項 中 「 第 三 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 職 員 」 を 「

特 定 職 員 （ 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が 七 級

以 上 で あ る も の 又 は 第 三 十 四 条 各 号 に 掲 げ る 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。

） 」 に 改 め 、 同 項 第 一 号 中 「 及 び 第 二 号 」 を 削 り 、 同 項 第 四 号 中 「

又 は 第 二 号 」 を 「 か ら 第 三 号 ま で 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 五 号 と し 、

同 項 第 三 号 中 「 前 二 号 」 を 「 前 三 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 四 号 と

し 、 同 項 第 二 号 を 同 項 第 三 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

二 第 五 条 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 者 級 別 資 格 基 準 表 に 定 め る そ

の 職 務 の 級 に つ い て の 必 要 経 験 年 数 を 超 え る 経 験 年 数 （ 前 条 第

一 項 の 適 用 を 受 け る 者 等 で 人 事 委 員 会 の 定 め る も の に あ つ て は 、

人 事 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ り 得 ら れ る 経 験 年 数 ）

第 十 七 条 第 一 号 中 「 、 助 教 授 」 を 「 、 准 教 授 」 に 改 め る 。

第 十 九 条 第 三 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 」 を 「 第

一 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項

を 加 え る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 職 員 を 昇 格 さ せ る 場 合 に は 、 そ の 者 の 勤 務 成

績 が 良 好 で あ る こ と が 明 ら か で な け れ ば な ら な い 。

第 三 十 三 条 中 「 及 び 第 三 十 六 条 」 を 削 る 。

第 三 十 五 条 の 見 出 し 中 「 特 定 職 員 の 」 を 削 り 、 同 条 第 一 項 を 削 り 、

同 条 第 二 項 中 「 特 定 職 員 」 を 「 職 員 」 に 、 「 昇 給 区 分 は 」 を 「 勤 務

成 績 に 応 じ て 決 定 さ れ る 昇 給 の 区 分 （ 以 下 「 昇 給 区 分 」 と い う 。 ）

は 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 一 項 と し 、 同 条 第 三 項 中 「 特 定 職 員 に あ

つ て は 」 を 「 者 に あ つ て は 」 に 、 「 特 定 職 員 に つ い て は 」 を 「 職 員
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に つ い て は 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 二 項 と し 、 同 条 第 四 項 中 「 特 定

職 員 」 を 「 職 員 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 五 項 中 「

特 定 職 員 」 を 「 職 員 」 に 、 「 概 ね 」 を 「 お お む ね 」 に 改 め 、 同 項 を

同 条 第 四 項 と し 、 同 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

５ 県 給 与 条 例 第 三 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に よ る 昇 給 の 号 給 数 は 、 昇

給 区 分 に 応 じ て 別 表 第 七 の 二 に 定 め る 昇 給 号 給 数 表 に 定 め る 号 給

数 と す る 。

第 三 十 五 条 第 六 項 中 「 特 定 職 員 又 は 」 を 「 者 又 は 」 に 、 「 特 定 職

員 の 」 を 「 者 の 」 に 、 「 第 一 項 」 を 「 前 項 」 に 、 「 特 定 職 員 に あ つ

て は 、 」 を 「 職 員 に あ つ て は 、 第 一 項 か ら 前 項 ま で の 規 定 を 適 用 し

た も の と し た 場 合 に 得 ら れ る 号 給 数 を 超 え な い 範 囲 内 で 」 に 改 め 、

同 項 後 段 を 削 り 、 同 条 第 八 項 中 「 第 二 項 」 を 「 第 一 項 」 に 、 「 特 定

職 員 」 を 「 職 員 」 に 、 「 第 五 項 」 を 「 第 四 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条

第 九 項 と し 、 同 条 第 七 項 中 「 第 一 項 」 を 「 第 五 項 」 に 、 「 前 項 」 を

「 第 六 項 」 に 、 「 特 定 職 員 」 を 「 職 員 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 八 項

と し 、 同 条 第 六 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

７ 前 項 の 規 定 に よ る 号 給 数 が 零 と な る 職 員 又 は 昇 給 区 分 を Ｃ に 決

定 さ れ た 職 員 で 任 命 権 者 が 昇 給 さ せ る こ と が 相 当 で な い と 認 め る

も の は 、 昇 給 し な い 。

第 三 十 六 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 三 十 六 条 削 除

別 表 第 一 の 行 政 職 給 料 表 級 別 標 準 職 務 表 中 「係長 」 を 「副主幹 」

に 改 め 、 同 表 の 教 育 職 給 料 表 鯉 級 別 標 準 職 務 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
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ウ 教育職給料表鯉級別標準職務表

標 準 的 な 職 務職務の級

１ 大学の助教の職務

２ 大学の助手の職務

１ 級

大学の講師の職務２ 級

大学の准教授の職務３ 級

大学の学長又は教授の職務４ 級

別 表 第 一 の 教 育 職 給 料 表 交 級 別 標 準 職 務 表 の 表 中 「

」 を 「 」 に 、 同 表 の 備 考 中 「

」 を 「 」 に 改 め 、 同 表

の 研 究 職 給 料 表 級 別 標 準 職 務 表 及 び 医 療 職 給 料 表 交 級 別 標 準 職 務 表

を 次 の よ う に 改 め る 。

、盲学校、聾
ろう

学校又は養護学校 又は特別支援学校 の

盲学校、聾学校及び養護学校の 特別支援学校
ろう
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オ 研究職給料表級別標準職務表

備考

この表において「試験研究機関」とは、衛生環境研究所、工業技術センター、

食品開発センター、総合農業試験場、畜産試験場、水産試験場、林業技術セン

ター及び木材利用技術センターをいう。

標 準 的 な 職 務職務の級

試験研究機関の補助的研究を行う技師の職務１ 級

技師の職務２ 級

１ 試験研究機関の部長の職務

２ 試験研究機関の副部長の職務

３ 主任技師の職務

３ 級

特に高度の知識経験に基づき相当の範囲にわたる研究の総括、調整

を行う部長の職務

４ 級

極めて高度の知識経験に基づき広範囲にわたる研究の総括、調整を

行う部長の職務

５ 級
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キ 医療職給料表交級別標準職務表

備考

この表において「試験研究機関」とは、衛生環境研究所及び畜産試験場をい

う。

標 準 的 な 職 務職務の級

栄養士、臨床検査技師、衛生検査技師、診療放射線技師、理学療法

士、作業療法士、視能訓練士、歯科衛生士、歯科技工士、あん摩マ

ッサージ指圧師、はり師、きゆう師又は柔道整復師（以下「栄養士

等」という。）である技師の職務

１ 級

１ 薬剤師又は獣医師である技師の職務

２ 相当困難な業務を行う栄養士等である技師の職務

２ 級

１ 副主幹の職務

２ 主任技師の職務

３ 困難な業務を行う技師の職務

３ 級

１ 相当困難な業務を処理する副主幹の職務

２ 困難な業務を行う主任技師の職務

４ 級

１ 保健所又は家畜保健衛生所の課長の職務

２ 困難な業務を処理する副主幹の職務

５ 級

１ 家畜保健衛生所又は食肉衛生検査所の長の職務

２ 規模の大きい保健所又は家畜保健衛生所の課長の職務

３ 試験研究機関の長又は副場長の職務

６ 級

１ 規模の大きい家畜保健衛生所又は食肉衛生検査所の長の職務

２ 規模の大きい試験研究機関の長又は副場長の職務

７ 級
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別 表 第 一 の 医 療 職 給 料 表 佼 級 別 標 準 職 務 表 中 「係長 」 を 「副主幹 」

に 改 め る 。

別 表 第 二 の 教 育 職 給 料 表 鯉 級 別 資 格 基 準 表 の 表 中 「助教授 」 を 「

准教授 」 に 、

「 「

」
を

」
に 改 め る 。

別 表 第 三 短 大 卒 の 欄 第 二 号 鰯 中 「 」

を 「 」 に 、 同 表 高 校 卒 の 欄 第 一 号 茨 中 「

」 を 「 」 に 、 同 表 高 校 卒 の 欄

第 二 号 茨 中 「 」 を 「 」

に 、 同 表 中 学 卒 の 欄 茨 中 「 」 を 「

」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 を 同 表 の 備 考 第 一 項 と し 、 同 表

の 備 考 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

別 表 第 七 の 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 し 、 第 三 十 五 条 の 改

正 規 定 は 、 平 成 二 十 年 四 月 一 日 に お い て 行 う 職 員 の 昇 給 か ら 適 用

す る 。

２ 初 任 給 、 昇 格 及 び 昇 給 等 の 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

規 則 （ 平 成 十 八 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

附 則 第 六 項 の 見 出 し を 「 （ 初 任 給 に 関 す る 経 過 措 置 ） 」 に 改 め 、

同 項 中 「 初 任 給 等 規 則 第 三 十 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 職 員 （ 以

下 「 特 定 職 員 」 と い う 。 ） 」 を 「 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職

員 で そ の 職 務 の 級 が 七 級 以 上 で あ る も の 又 は 第 三 十 四 条 各 号 に 掲

げ る 職 員 」 に 、 「 一 月 一 日 」 を 「 二 月 一 日 」 に 、 「 前 年 の 十 一 月

一 日 」 を 「 一 月 一 日 」 に 改 め る 。

附 則 第 七 項 の 見 出 し 中 「 特 定 職 員 の 」 を 削 り 、 同 項 中 「 第 三 十

五 条 第 一 項 」 を 「 第 三 十 五 条 第 五 項 」 に 、 「 特 定 職 員 」 を 「 職 員 」

に 改 め る 。

給 料 の 調 整 額 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。
平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

助 手
助 教

助 手

、盲学校、聾学校又は養護学校
ろう

２ この表の「特別支援学校」は、平成18年法律第80号による改

正前の学校教育法による「盲学校」、「聾学校」及び「養護学
ろう

校」を含む。

ＣＢＡ昇給区分

３以下４５以上

昇給の号給数 ２以下３４以上

１以下２３以上

備考

この表に定める上段の号給数は中段又は下段の号給数が適用

される職員以外の職員に、中段の号給数は特定職員に、下段の

号給数は県給与条例第３条の２第５項の規定の適用を受ける職

員に適用する。

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 四 号

給 料 の 調 整 額 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

給 料 の 調 整 額 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 二 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則

第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 看 護 大 学 の 項 茨 中 「 、 助 教 授 」 を 「 、 准 教 授 」 に 改 め 、

同 表 中

「

盲 学 校 茨 校 長 二

聾 学 校 芋 教 頭 、 教 諭 、 養 護 教 諭 、 栄 養 教 諭 、

ろ う
養 護 学 校 助 教 諭 、 養 護 助 教 諭 、 講 師 及 び 実 習 助

手
鰯 寄 宿 舎 指 導 員

中 学 校 茨 特 殊 学 級 を 担 当 し 、 特 殊 教 育 に 直 接 二

小 学 校 従 事 す る こ と を 本 務 と す る 職 員

芋 通 級 に よ る 指 導 を 担 当 し 、 特 殊 教 育

に 直 接 従 事 す る こ と を 本 務 と す る 職 員

」

を
「

特 別 支 援 学 茨 校 長 一

校 芋 教 頭

茨 教 諭 、 養 護 教 諭 、 栄 養 教 諭 、 助 教 諭 、 二

養 護 助 教 諭 、 講 師 及 び 実 習 助 手

芋 寄 宿 舎 指 導 員

中 学 校 茨 特 別 支 援 学 級 を 担 当 し 、 特 別 支 援 教 二

小 学 校 育 に 直 接 従 事 す る こ と を 本 務 と す る 職

員
芋 通 級 に よ る 指 導 を 担 当 し 、 特 別 支 援

教 育 に 直 接 従 事 す る こ と を 本 務 と す る

職 員

」

に 改 め る 。
附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ

こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 五 号

義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 五 十 年 宮 崎 県 人 事 委

員 会 規 則 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 中 「 、 盲 学 校 、 聾 学 校 及 び 養 護 学 校 」 を 「 及 び 特 別 支 援 学

ろ う

校 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

職 員 の 管 理 職 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公

布 す る 。
平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 六 号

職 員 の 管 理 職 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

又は特別支援学校 、盲学校、

聾学校又は養護学校 又は特別支援学校
ろう

盲学校、聾学校若しくは養護学校 特別支援学校
ろう

盲学校、聾学校若しくは養護学校
ろう

特別支援学校

別表第七の二 昇給号給数表（第三十五条関係）
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高 速 道 対 策 局 次 長

副 参 事

東 京 事 務 所 所 長 一 種 一

次 長 三 種 二

福 岡 事 務 所 所 長

自 治 学 院 院 長 二 種 二

副 院 長 三 種 二

県 税 事 務 所 茨 所 長 （ 宮 崎 ） 二 種 二

芋 所 長 （ 茨 に 掲 げ 三 種 二

る も の を 除 く 。 ）

次 長

消 防 学 校 校 長 二 種 二

教 頭 三 種 二

消 費 生 活 セ ン タ 所 長 二 種 二

ー 副 所 長 三 種 二

西 臼 杵 支 庁 支 庁 長 二 種 二

次 長 三 種 二

中 央 福 祉 相 談 セ 所 長 二 種 二

ン タ ー 副 所 長 三 種 二

福 祉 事 務 所 所 長 （ 北 ・ 西 諸 県 、

児 湯 、 東 臼 杵 ）

保 健 所 所 長 三 種 二

（ 人 事 （ 二 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 二 ）

定 め る

も の に

あ つ て

は 二 種 ）

次 長 三 種 二

衛 生 環 境 研 究 所 所 長
副 所 長

食 品 衛 生 検 査 管 理

監

看 護 大 学 副 学 長 一 種 二

事 務 局 長 二 種 二

（ 人 事 （ 一 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 二 ）

定 め る

も の に

あ つ て

は 一 種 ）

学 生 部 長 三 種 二

附 属 図 書 館 長

児 童 相 談 所 所 長 （ 都 城 、 延 岡 ）

み や ざ き 学 園 園 長

身 体 障 害 者 相 談 所 長

セ ン タ ー

こ ど も 療 育 セ ン 所 長

タ ー 事 務 長

総 看 護 師 長 四 種 一

食 肉 衛 生 検 査 所 所 長 三 種 二

精 神 保 健 福 祉 セ 所 長

職 員 の 管 理 職 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規

則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 の 見 出 し 中 「 支 給 す る 職 」 の 下 に 「 及 び 区 分 」 を 加 え 、 同

条 中 「 別 表 」 を 「 別 表 第 一 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 別 表 第 一 に 掲 げ る 職 に 係 る 管 理 職 手 当 の 額 の 区 分 は 、 同 表 の 職

欄 の 区 分 に 応 じ 、 同 表 の 種 別 欄 及 び 区 分 欄 に 定 め る 種 別 及 び 区 分

と す る 。

第 三 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 管 理 職 手 当 の 額 ）

第 三 条 前 条 第 一 項 に 規 定 す る 職 を 占 め る 職 員 の 管 理 職 手 当 の 額 は 、

当 該 職 員 に 適 用 さ れ る 給 料 表 の 別 並 び に 当 該 職 員 の 属 す る 職 務 の

級 及 び 当 該 職 に 係 る 前 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 区 分 に 応 じ 、 別 表 第

二 の 管 理 職 手 当 の 額 欄 に 定 め る 額 と す る 。

第 四 条 を 削 る 。

別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 （ 第 二 条 関 係 ）

組 織 職 種 別 区 分

知 事 本 庁 本 部 長 一 種 一

部 長
会 計 管 理 者

県 参 事 一 種 二

次 長 二 種 一

危 機 管 理 局 長

会 計 管 理 局 次 長

高 速 道 対 策 局 長 二 種 二

部 （ 局 ） 参 事

課 （ 室 ） 長 三 種 一

広 報 企 画 監 三 種 二

交 通 安 全 対 策 監

文 化 ・ 文 教 企 画 監

男 女 共 同 参 画 監

薬 務 対 策 監

少 子 化 対 策 監

計 画 指 導 監

技 術 検 査 監

林 業 公 社 対 策 監

国 土 保 全 対 策 監

木 材 流 通 対 策 監

企 業 立 地 対 策 監

地 域 雇 用 対 策 監

農 水 産 物 ブ ラ ン ド

対 策 監

団 体 調 整 監

担 い 手 対 策 監

農 業 改 良 対 策 監

消 費 安 全 企 画 監

家 畜 防 疫 対 策 監

国 営 事 業 対 策 監

漁 業 調 整 監

漁 港 整 備 対 策 監

ダ ム 対 策 監

空 港 ・ ポ ー ト セ ー

ル ス 対 策 監

施 設 保 全 対 策 監
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は 二 種 ）

都 市 公 園 総 合 事 所 長 三 種 二

務 所
東 九 州 自 動 車 道 所 長

用 地 事 務 所 支 所 長 四 種 一

県 議 会 事 務 局 局 長 一 種 一

次 長 二 種 一

課 長 三 種 一

選 挙 管 書 記 長

理 委 員

会
監 査 委 事 務 局 局 長 一 種 一

員 課 長 三 種 一

人 事 委 事 務 局 局 長 一 種 一

員 会 課 長 三 種 一

労 働 委 事 務 局 局 長 一 種 一

員 会 課 長 三 種 一

教 育 委 教 育 庁 次 長 二 種 一

員 会 課 （ 室 ） 長 三 種 一

政 策 企 画 監 三 種 二

学 校 支 援 監

副 参 事

教 育 事 務 所 所 長

ス ポ ー ツ 指 導 セ 所 長

ン タ ー

教 育 研 修 セ ン タ 所 長 二 種 二

ー 副 所 長 三 種 二

図 書 館 館 長 一 種 二

（ 人 事 （ 二 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 二 ）

定 め る

も の に

あ つ て

は 二 種 ）

副 館 長 三 種 二

（ 人 事 （ 二 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 二 ）

定 め る

も の に

あ つ て

は 二 種 ）

総 合 博 物 館 館 長 一 種 二

副 館 長 三 種 二

西 都 原 考 古 博 物 館 長 二 種 二

館 副 館 長 三 種 二

美 術 館 館 長 一 種 二

副 館 長 三 種 二

（ 人 事 （ 二 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 二 ）

定 め る

も の に

ン タ ー

林 業 技 術 セ ン タ 所 長 二 種 二

ー 副 所 長 三 種 二

木 材 利 用 技 術 セ 副 所 長

ン タ ー

計 量 検 定 所 所 長

大 阪 事 務 所 所 長 二 種 二

次 長 三 種 二

商 工 労 政 事 務 所 所 長 四 種 一

工 業 技 術 セ ン タ 所 長 二 種 二

ー 副 所 長 三 種 二

食 品 開 発 セ ン タ 所 長

ー
産 業 技 術 専 門 校 校 長 二 種 二

副 校 長 三 種 二

校 長 （ 高 鍋 校 ） 四 種 一

農 林 振 興 局 局 長 二 種 二

次 長 三 種 二

総 合 農 業 試 験 場 場 長 二 種 二

副 場 長 三 種 二

支 場 長 四 種 一

所 長

農 業 大 学 校 校 長 二 種 二

副 校 長 三 種 二

所 長

地 域 農 業 改 良 普 所 長

及 セ ン タ ー

病 害 虫 防 除 ・ 肥 所 長 四 種 一

料 検 査 セ ン タ ー

家 畜 保 健 衛 生 所 所 長 三 種 二

副 所 長

畜 産 試 験 場 場 長 二 種 二

副 場 長 三 種 二

支 場 長 四 種 一

高 等 水 産 研 修 所 所 長 三 種 二

水 産 試 験 場 場 長 二 種 二

副 場 長 三 種 二

分 場 長 四 種 一

土 木 事 務 所 茨 所 長 （ 宮 崎 、 都 二 種 二

城 、 小 林 、 日 向 、

延 岡 ）

芋 所 長 （ 茨 に 掲 げ 三 種 二

る も の を 除 く 。 ）

次 長

港 湾 事 務 所 所 長

建 設 技 術 セ ン タ 所 長 二 種 二

ー 副 所 長 三 種 二

主 任 教 授 三 種 二

（ 人 事 （ 二 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 二 ）

定 め る

も の に

あ つ て
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は 一 ）

参 事 官 二 種 二

課 長 三 種 一

科 学 捜 査 研 究 所 長

機 動 捜 査 隊 長

交 通 機 動 隊 長

高 速 道 路 交 通 警 察

隊 長
機 動 隊 長

監 察 官 三 種 二

施 設 管 理 官

留 置 管 理 官

少 年 対 策 官

暴 力 団 対 策 官

宮 崎 交 通 反 則 通 告

セ ン タ ー 所 長

交 通 管 制 官

自 動 車 運 転 免 許 試

験 場 長

統 括 官

警 察 学 校 校 長 二 種 一

警 察 署 茨 署 長 （ 宮 崎 北 、

宮 崎 南 、 都 城 、

延 岡 、 日 向 ）

芋 署 長 （ 茨 に 掲 げ 三 種 一

る も の を 除 く 。 ） （ 人 事 （ 二 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 二 ）

定 め る

も の に

あ つ て

は 二 種 ）

副 署 長 （ 宮 崎 北 、 三 種 二

宮 崎 南 、 都 城 、 延

岡 、 日 向 ）

会 計 官

別 表 第 一 の 次 に 次 の 一 表 を 加 え る 。

あ つ て

は 二 種 ）

埋 蔵 文 化 財 セ ン 所 長 三 種 二

タ ー
県 立 中 学 校 校 長 四 種 一

高 等 学 校 （ 人 事 （ 四 種

中 等 教 育 学 校 委 員 会 の う ち

特 別 支 援 学 校 が 別 に 人 事 委

定 め る 員 会 が

も の に 別 に 定

あ つ て め る も

は 三 種 ） の に あ

つ て は

二 、 三

種 に あ

つ て は

一 ）

教 頭 五 種 一

事 務 長 （ 人 事 （ 四 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 一 ）

定 め る

も の に

あ つ て

は 四 種 ）

市 町 村 立 中 学 校 校 長 四 種 一

市 町 村 立 小 学 校 （ 人 事 （ 四 種

委 員 会 の う ち

が 別 に 人 事 委

定 め る 員 会 が

も の に 別 に 定

あ つ て め る も

は 三 種 ） の に あ

つ て は

二 、 三

種 に あ

つ て は

一 ）

教 頭 五 種 一

（ 人 事 （ 四 種

委 員 会 に あ つ

が 別 に て は 一 ）

定 め る

も の に

あ つ て

は 四 種 ）

公 安 委 警 察 本 部 部 長 二 種 一

員 会 首 席 監 察 官 二 種 二
（ 人 事

委 員 会

が 別 に

定 め る

も の に

あ つ て
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） 施 行 日 の 前 日 に 当 該 異 動 を し た も の と し た 場 合 に 前 各 号 の

規 定 に 準 じ て そ の 者 が 受 け る こ と と な る 管 理 職 手 当 の 額

六 前 各 号 に 掲 げ る 職 員 の ほ か 、 施 行 日 以 後 に 職 員 の 給 与 に 関 す

る 条 例 第 五 条 の 九 第 四 項 に 規 定 す る 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 か

ら 人 事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と

と な っ た 職 員 そ の 他 特 別 の 事 情 が あ る と 認 め ら れ る 職 員 の う ち 、

部 内 の 他 の 職 員 と の 均 衡 を 考 慮 し て 前 各 号 に 掲 げ る 職 員 に 準 ず

る も の と し て 人 事 委 員 会 が 定 め る 職 員 前 各 号 の 規 定 に 準 じ て

人 事 委 員 会 が 定 め る 額

特 地 勤 務 手 当 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布

す る 。
平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 七 号

特 地 勤 務 手 当 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

特 地 勤 務 手 当 等 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 六 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規

則 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 知 事 部 局 の 項 中

「

東 臼 杵 椎 葉 村 東 臼 杵 南 部 農 業 改 良 普 及 セ

を

郡 ン タ ー 椎 葉 駐 在 所

」

「

児 湯 郡 西 米 良 水 産 試 験 場 生 物 利 用 部 小 林

村 分 場 米 良 試 験 地

東 臼 杵 椎 葉 村 東 臼 杵 南 部 農 業 改 良 普 及 セ

に 、

郡 ン タ ー 椎 葉 駐 在 所

」

「

延 岡 市 北 部 港 湾 事 務 所 北 浦 駐 在 所

児 湯 郡 西 米 良 児 湯 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー

村 西 米 良 駐 在 所

同 同 水 産 試 験 場 生 物 利 用 部 小 林 を

分 場 米 良 試 験 地

同 同 林 業 普 及 指 導 員 西 米 良 駐 在

機 関

」

「

児 湯 郡 西 米 良 児 湯 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー

村 西 米 良 駐 在 所

同 同 林 業 普 及 指 導 員 西 米 良 駐 在

に 改 め 、 同 表

機 関

」

警 察 本 部 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

警 察 本 え び の え び の 警 察 署 え び の 高 原 駐 四 級

部 市 在 所

西 都 市 西 都 警 察 署 銀 鏡 駐 在 所 三 級

児 湯 郡 西 米 良 西 都 警 察 署 越 野 尾 駐 在 所

村

東 臼 杵 椎 葉 村 日 向 警 察 署 椎 葉 駐 在 所

郡
同 同 日 向 警 察 署 松 尾 駐 在 所

延 岡 市 延 岡 警 察 署 島 浦 駐 在 所 二 級

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 五 条 及 び 市 町 村 立 学 校 職 員 の 給 与 等

に 関 す る 条 例 第 三 条 の 三 の 規 定 に よ り 管 理 職 手 当 を 支 給 す る 職 を

占 め る 職 員 の う ち 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 職 員 の 管 理 職 手 当 に

関 す る 規 則 （ 以 下 「 新 規 則 」 と い う 。 ） 第 三 条 の 規 定 に よ る 管 理

職 手 当 の 額 が 経 過 措 置 基 準 額 に 達 し な い こ と と な る 職 員 に は 、 当

該 管 理 職 手 当 の ほ か 、 当 該 管 理 職 手 当 の 額 と 経 過 措 置 基 準 額 と の

差 額 に 相 当 す る 額 に 次 の 各 号 に 掲 げ る 期 間 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号

に 定 め る 割 合 を 乗 じ て 得 た 額 （ そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が あ る と

き は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て た 額 ） を 管 理 職 手 当 と し て 支 給 す る 。

一 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で 百 分

の 百

二 平 成 二 十 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 一 年 三 月 三 十 一 日 ま で 百

分 の 七 十 五

三 平 成 二 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で

百 分 の 五 十

四 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で

百 分 の 二 十 五

３ 前 項 に 規 定 す る 経 過 措 置 基 準 額 と は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の

区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 を い う 。

一 こ の 規 則 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 に 適

用 さ れ て い た 給 料 表 と 同 一 の 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 以 下

「 同 一 給 料 表 適 用 職 員 」 と い う 。 ） で あ っ て 、 同 日 に 属 し て い

た 職 務 の 級 よ り 下 位 の 職 務 の 級 に 属 す る 職 員 以 外 の も の の う ち 、

相 当 区 分 等 職 員 （ 同 日 に お い て 占 め て い た こ の 規 則 に よ る 改 正

前 の 職 員 の 管 理 職 手 当 に 関 す る 規 則 第 二 条 に 規 定 す る 別 表 に 掲

げ る 職 に 係 る 同 表 の 種 別 及 び 支 給 割 合 欄 に 定 め る 区 分 （ 以 下 「

旧 区 分 」 と い う 。 ） と 同 等 又 は 高 い 種 別 に 相 当 す る 新 規 則 別 表

第 一 の 種 別 及 び 区 分 欄 に 掲 げ る 区 分 に 対 応 す る 同 表 に 掲 げ る 職

を 占 め る 職 員 を い う 。 第 三 号 に お い て 同 じ 。 ） 同 日 に そ の 者

が 受 け て い た 管 理 職 手 当 の 額

二 同 一 給 料 表 適 用 職 員 で あ っ て 、 施 行 日 の 前 日 に 属 し て い た 職

務 の 級 よ り 下 位 の 職 務 の 級 に 属 す る 職 員 以 外 の も の の う ち 、 下

位 区 分 等 相 当 職 員 （ 旧 区 分 よ り 低 い 区 分 に 相 当 す る 新 規 則 別 表

第 一 の 種 別 及 び 区 分 欄 に 掲 げ る 区 分 に 対 応 す る 同 表 に 掲 げ る 職

を 占 め る 職 員 を い う 。 第 四 号 に お い て 同 じ 。 ） 同 日 に 当 該 旧

区 分 よ り 低 い 区 分 に 相 当 す る 新 規 則 別 表 第 一 の 種 別 及 び 区 分 欄

に 掲 げ る 区 分 を 適 用 し た と し た な ら ば そ の 者 が 受 け る こ と と な

る 管 理 職 手 当 の 額

三 同 一 給 料 表 適 用 職 員 で あ っ て 、 施 行 日 の 前 日 に 属 し て い た 職

務 の 級 よ り 下 位 の 職 務 の 級 に 属 す る も の の う ち 、 相 当 区 分 等 職

員 同 日 に そ の 者 が 当 該 下 位 の 職 務 の 級 に 降 格 し た と し た な ら

ば そ の 者 が 受 け る こ と と な る 管 理 職 手 当 の 額

四 同 一 給 料 表 適 用 職 員 で あ っ て 、 施 行 日 の 前 日 に 属 し て い た 職

務 の 級 よ り 下 位 の 職 務 の 級 に 属 す る も の の う ち 、 下 位 区 分 等 相

当 職 員 同 日 に そ の 者 が 当 該 下 位 の 職 務 の 級 に 降 格 し 、 か つ 、

旧 区 分 よ り 低 い 区 分 に 相 当 す る 新 規 則 別 表 第 一 の 種 別 及 び 区 分

欄 に 掲 げ る 区 分 を 適 用 し た と し た な ら ば そ の 者 が 受 け る こ と と

な る 管 理 職 手 当 の 額

五 施 行 日 以 後 に 給 料 表 の 適 用 を 異 に す る 異 動 を し た 職 員 （ 施 行

日 以 後 に 新 た に 給 料 表 の 適 用 を 受 け る こ と と な っ た 職 員 を 除 く 。
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前 日 に お け る 改 正 前 の 規 則 の 規 定 に よ る 特 地 勤 務 手 当 に 準 ず る 手

当 の 月 額 に 達 し な い こ と と な る も の に 対 す る 特 地 勤 務 手 当 に 準 ず

る 手 当 の 支 給 に つ い て は 、 施 行 日 以 後 当 該 職 員 が 施 行 日 の 前 日 に

勤 務 し て い た 公 署 に 引 き 続 き 勤 務 す る 場 合 （ 当 該 公 署 の 移 転 が あ

っ た 場 合 を 除 く 。 ） に お い て は 、 改 正 後 の 規 則 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

地 域 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 八 号

地 域 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

地 域 手 当 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 八 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 一

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 三 項 中 「 百 分 の 十 一 」 を 「 百 分 の 十 二 」 に 改 め る 。

附 則 別 表 中 「 百 分 の 十 三 」 を 「 百 分 の 十 四 」 に 、 「 百 分 の 十 一 」

を 「 百 分 の 十 二 」 に 、 「 百 分 の 七 」 を 「 百 分 の 八 」 に 、 「 百 分 の 一 」

を 「 百 分 の 二 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

へ き 地 手 当 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。
平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 九 号

へ き 地 手 当 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

へ き 地 手 当 等 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 六 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則

第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 小 学 校 の 項 中

「

同 三 川 内 小 学 校 」 を

「

同 三 川 内 小 学 校

同 松 葉 小 学 校 」
に 、

「

児 湯 郡 木 城 町 石 河 内 小 学 校

東 臼 杵 郡 北 川 町 松 葉 小 学 校 を

同 諸 塚 村 荒 谷 小 学 校 」

「

児 湯 郡 木 城 町 石 河 内 小 学 校

に 、

東 臼 杵 郡 諸 塚 村 荒 谷 小 学 校 」

「

同 美 々 地 小 学 校

」
を

「

同 美 々 地 小 学 校

に 、

同 下 赤 小 学 校 」

「

児 湯 郡 西 米 良 村 村 所 小 学 校

東 臼 杵 郡 北 川 町 下 赤 小 学 校 を

同 諸 塚 村 諸 塚 小 学 校 」

「

児 湯 郡 西 米 良 村 村 所 小 学 校

に 、

東 臼 杵 郡 諸 塚 村 諸 塚 小 学 校 」

児 湯 郡 西 米 良 西 都 警 察 署 村 所 駐 在 所

村

東 臼 杵 諸 塚 村 日 向 警 察 署 諸 塚 駐 在 所

郡
同 美 郷 町 日 向 警 察 署 南 郷 駐 在 所

同 同 日 向 警 察 署 山 三 ヶ 駐 在 所

西 臼 杵 五 ヶ 瀬 高 千 穂 警 察 署 鞍 岡 駐 在 所

郡 町

延 岡 市 延 岡 警 察 署 三 川 内 駐 在 所 一 級

西 臼 杵 高 千 穂 高 千 穂 警 察 署 河 内 駐 在 所

郡 町

同 五 ヶ 瀬 高 千 穂 警 察 署 五 ヶ 瀬 駐 在 所

町

別 表 第 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

組 織 区 分 市 郡 名 町 村 名 公 署 名

知 事 部 局 延 岡 市 北 部 港 湾 事 務 所 北 浦 駐 在

所

東 臼 杵 郡 美 郷 町 林 業 技 術 セ ン タ ー

警 察 本 部 都 城 市 都 城 警 察 署 西 岳 駐 在 所

延 岡 市 延 岡 警 察 署 北 浦 駐 在 所

日 南 市 日 南 警 察 署 上 酒 谷 駐 在 所

小 林 市 小 林 警 察 署 須 木 駐 在 所

日 向 市 日 向 警 察 署 坪 谷 駐 在 所

串 間 市 串 間 警 察 署 都 井 駐 在 所

同 串 間 警 察 署 市 木 駐 在 所

東 臼 杵 郡 門 川 町 日 向 警 察 署 西 門 川 駐 在 所

同 美 郷 町 日 向 警 察 署 西 郷 駐 在 所

同 同 日 向 警 察 署 北 郷 駐 在 所

西 臼 杵 郡 高 千 穂 町 高 千 穂 警 察 署 岩 戸 駐 在 所

同 同 高 千 穂 警 察 署 上 野 駐 在 所

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 規 則 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 に お い

て こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 特 地 勤 務 手 当 等 に 関 す る 規 則 （ 以 下 「

改 正 前 の 規 則 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 特 地 勤 務 手 当 の 支 給 を 受

け て い た 職 員 で 、 当 該 職 員 に 係 る こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 特 地 勤

務 手 当 等 に 関 す る 規 則 （ 以 下 「 改 正 後 の 規 則 」 と い う 。 ） の 規 定

に よ る 特 地 勤 務 手 当 の 月 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 改 正 後 の 手 当

の 月 額 」 と い う 。 ） が 施 行 日 の 前 日 に お け る 改 正 前 の 規 則 の 規 定

に よ る 特 地 勤 務 手 当 の 月 額 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 改 正 前 の 手 当

の 月 額 」 と い う 。 ） に 達 し な い こ と と な る も の （ 改 正 後 の 規 則 の

規 定 に よ る 特 地 勤 務 手 当 の 支 給 を 受 け な い こ と と な る 者 を 含 む 。 ）

に つ い て は 、 改 正 後 の 規 則 の 規 定 に か か わ ら ず 、 施 行 日 以 後 当 該

職 員 が 施 行 日 の 前 日 に 勤 務 し て い た 公 署 に 引 き 続 き 勤 務 す る 場 合

（ 当 該 公 署 の 移 転 が あ っ た 場 合 を 除 く 。 ） に お い て は 、 改 正 後 の

手 当 の 月 額 が 当 該 職 員 に 係 る 改 正 前 の 手 当 の 月 額 に 達 す る ま で の

間 （ 改 正 後 の 規 則 の 規 定 に よ る 特 地 勤 務 手 当 の 支 給 を 受 け な い 者

に あ っ て は 、 施 行 日 以 後 ） 、 当 該 改 正 前 の 手 当 の 月 額 に 相 当 す る

額 の 特 地 勤 務 手 当 を 支 給 す る 。

３ 施 行 日 の 前 日 に お い て 改 正 前 の 規 則 の 規 定 に よ り 特 地 勤 務 手 当

に 準 ず る 手 当 の 支 給 を 受 け て い た 職 員 で 、 当 該 職 員 に 係 る 改 正 後

の 規 則 の 規 定 に よ る 特 地 勤 務 手 当 に 準 ず る 手 当 の 月 額 が 施 行 日 の
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「 同 笛 水 小 学 校 」 を

「

同 笛 水 小 学 校

に 、

延 岡 市 瀬 口 小 学 校 」

「

東 臼 杵 郡 門 川 町 西 門 川 小 学 校

同 北 川 町 瀬 口 小 学 校 」
を

「

東 臼 杵 郡 門 川 町 西 門 川 小 学 校 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 三 月 三 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 及 び 産 業 教 育 手 当 に 関 す る 規 則

の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 号

定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 及 び 産 業 教 育 手 当 に 関 す る

規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 一 年 宮 崎 県 人

事 委 員 会 規 則 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 三 号 中 「 派 遣 先 団 体 （ 」 を 削 り 、 「 を い う 。 ） の 」 を

「 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 」 に 改 め 、 「 第 七 条 第 二 項 に 規

定 す る 通 勤 」 の 下 に 「 （ 当 該 派 遣 先 団 体 に お い て 就 い て い た 業 務

に 係 る 就 業 の 場 所 を 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 第 二 条 第 二 項 第 一 号 及

び 第 二 号 に 規 定 す る 勤 務 場 所 と み な し た 場 合 に 同 条 に 規 定 す る 通

勤 に 該 当 す る も の に 限 る 。 ） 」 を 加 え る 。

（ 産 業 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 産 業 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 一 年 宮 崎 県 人 事 委 員

会 規 則 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 三 号 中 「 派 遣 先 団 体 （ 」 を 削 り 、 「 を い う 。 ） の 」 を

「 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 」 に 改 め 、 「 第 七 条 第 二 項 に 規

定 す る 通 勤 」 の 下 に 「 （ 当 該 派 遣 先 団 体 に お い て 就 い て い た 業 務

に 係 る 就 業 の 場 所 を 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 第 二 条 第 二 項 第 一 号 及

び 第 二 号 に 規 定 す る 勤 務 場 所 と み な し た 場 合 に 同 条 に 規 定 す る 通

勤 に 該 当 す る も の に 限 る 。 ） 」 を 加 え る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の

定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 及 び 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の

産 業 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 の 規 定 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 適 用

す る 。
農 林 漁 業 普 及 指 導 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ

に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 一 号

農 林 漁 業 普 及 指 導 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

農 林 漁 業 普 及 指 導 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 人 事 委

員 会 規 則 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 号 ウ 中 「 派 遣 先 団 体 （ 」 を 削 り 、 「 を い う 。 ） の 」 を

「 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 」 に 改 め 、 「 第 七 条 第 二 項 に 規 定

す る 通 勤 」 の 下 に 「 （ 当 該 派 遣 先 団 体 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係

る 就 業 の 場 所 を 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 第 二 条 第 二 項 第 一 号 及 び 第 二

号 に 規 定 す る 勤 務 場 所 と み な し た 場 合 に 同 条 に 規 定 す る 通 勤 に 該 当

す る も の に 限 る 。 ） 」 を 加 え る 。

第 三 条 第 一 号 及 び 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

一 給 与 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 管 理 職 手 当 の 支 給 を 受 け る 普 及

指 導 員 百 分 の 三

二 前 号 に 掲 げ る 普 及 指 導 員 以 外 の 普 及 指 導 員 百 分 の 六

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 農 林 漁 業 普 及 指 導 手 当 に 関 す る 規 則 （

以 下 「 改 正 後 の 規 則 」 と い う 。 ） 第 三 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ

の 規 則 の 施 行 の 日 か ら 平 成 二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 給 与 条

例 第 六 条 の 五 第 二 項 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 は 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 区 分 に 応 じ て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 割 合 と す る 。

一 給 与 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 管 理 職 手 当 の 支 給 を 受 け る 普 及

指 導 員 百 分 の 六

二 西 臼 杵 支 庁 、 林 業 技 術 セ ン タ ー 管 理 研 修 棟 、 農 林 振 興 局 又 は

地 域 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー に 勤 務 す る 普 及 指 導 員 （ 前 号 に 掲 げ

る 普 及 指 導 員 を 除 く 。 ） 百 分 の 十

三 前 二 号 に 掲 げ る 普 及 指 導 員 以 外 の 普 及 指 導 員 百 分 の 八

３ 改 正 後 の 規 則 第 三 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 平 成 二 十 年 四 月 一 日

か ら 平 成 二 十 一 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 給 与 条 例 第 六 条 の 五 第

二 項 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に

応 じ て 、 当 該 各 号 に 掲 げ る 割 合 と す る 。

一 給 与 条 例 第 五 条 の 規 定 に よ り 管 理 職 手 当 の 支 給 を 受 け る 普 及

指 導 員 百 分 の 四

二 西 臼 杵 支 庁 、 林 業 技 術 セ ン タ ー 管 理 研 修 棟 、 農 林 振 興 局 又 は

地 域 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー に 勤 務 す る 普 及 指 導 員 （ 前 号 に 掲 げ

る 普 及 指 導 員 を 除 く 。 ） 百 分 の 八

三 前 二 号 に 掲 げ る 普 及 指 導 員 以 外 の 普 及 指 導 員 百 分 の 八

期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 及 び 期 末 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正

す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 二 号

期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 及 び 期 末 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を

改 正 す る 規 則

期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 及 び 期 末 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 一

年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 知 事 部 局 の 行 政 職 の 本 庁 の 項 中 「 県 参 事 」 を 「 会 計 管 理

者 、 県 参 事 」 に 改 め 、 「 、 電 子 県 庁 対 策 監 」 を 削 り 、 「 副 主 幹 、 」

を 削 り 、 同 表 知 事 部 局 の 行 政 職 の 出 先 機 関 の 項 中 「 、 事 務 局 次 長 」

を 削 り 、 「 研 修 主 幹 」 を 「 総 務 主 幹 」 に 改 め 、 「 職 員 に あ つ て は 、

百 分 の 十 五 」 の 下 に 「 又 は 百 分 の 五 」 を 加 え 、 「 、 係 長 」 及 び 「 、

主 任 教 官 」 を 削 り 、 同 表 知 事 部 局 の 行 政 職 の 共 通 の 項 中 「 船 長 」 を

「 船 長 、 副 主 幹 」 に 改 め 、 同 表 知 事 部 局 の 教 育 職 鯉 の 出 先 機 関 の 項

中 「 助 教 授 」 を 「 准 教 授 」 に 、 「 助 手 」 を 「 助 教 、 助 手 」 に 改 め 、

同 表 知 事 部 局 の 研 究 職 の 出 先 機 関 の 項 中
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「

学 長 副 学 長 学 生 部 長 付 属 図 書

看 護 大 学

館 長 事 務 局 長 総 務 課 長

に 、

」

「

大 阪 事 務 所 所 長 次 長 物 産 観 光 課 長 」 を

「

大 阪 事 務 所 所 長 次 長 企 画 広 報 を 掌 理 す る 課

に 、

長

」

「 畜 産 試 験 場 場 長 副 場 長 管 理 課 長 支 場 長

優 良 家 畜 受 精 卵 所 長 副 所 長 管 理 課 長

総 合 セ ン タ ー

を

県 立 高 等 水 産 研 修 所 所 長

」

「 畜 産 試 験 場 場 長 副 場 長 管 理 課 長 支 場 長

県 立 高 等 水 産 研 修 所 所 長 」

に 改 め 、

同 表 の 備 考 ２ 中 「 及 び 総 務 課 の 庁 舎 ・ 財 産 担 当 の 課 長 補 佐 」 を 「 並

び に 総 務 課 の 庁 舎 ・ 財 産 担 当 の 課 長 補 佐 、 人 事 課 の 法 令 遵 守 ・ 労 務

担 当 の 課 長 補 佐 及 び 総 務 事 務 セ ン タ ー の 福 利 厚 生 担 当 の 課 長 補 佐 」

に 改 め 、 「 管 理 、 人 事 、 給 与 、 労 務 調 整 又 は 公 務 員 制 度 」 を 「 人 事 、

給 与 又 は 法 令 遵 守 」 に 、 「 、 労 務 調 整 又 は 公 務 員 制 度 の 事 務 に 従 事

す る 」 を 「 又 は 法 令 遵 守 の 事 務 に 従 事 す る 」 に 、 「 若 し く は 公 務 員

制 度 」 を 「 又 は 法 令 遵 守 」 に 改 め 、 「 又 は 労 務 調 整 の 事 務 に 従 事 す

る 副 主 幹 、 主 査 、 主 任 主 事 及 び 主 事 」 及 び 「 、 「 職 員 厚 生 課 の 主 幹

又 は 副 主 幹 」 と は 、 厚 生 又 は 健 康 管 理 の 事 務 を 掌 理 す る 主 幹 又 は 副

主 幹 」 を い い 」 を 削 り 、 「 予 算 査 定 の 事 務 を 掌 理 す る 主 幹 又 は 副 主

幹 を い い 」 の 下 に 「 、 「 総 務 事 務 セ ン タ ー の 主 幹 又 は 副 主 幹 」 と は 、

給 与 ・ 旅 費 支 給 、 厚 生 ・ 年 金 又 は 健 康 管 理 の 事 務 を 掌 理 す る 主 幹 又

は 副 主 幹 を い い 」 を 加 え る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

不 利 益 処 分 に つ い て の 不 服 申 立 て に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 四 号

不 利 益 処 分 に つ い て の 不 服 申 立 て に 関 す る 規 則

不 利 益 処 分 に つ い て の 不 服 申 立 て に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 八 年 宮

崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 一 号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。
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第 九 章 再 審 （ 第 五 十 八 条− 第 六 十 一 条 ）

第 十 章 雑 則 （ 第 六 十 二 条− 第 六 十 四 条 ）

第 十 一 章 異 議 申 立 て （ 第 六 十 五 条 ）

第 十 二 章 補 則 （ 第 六 十 六 条 ）

「

所 長 、 副 所 長 、 場 長 、 百 分 の 十 五 （ 人

副 場 長 事 委 員 会 が 別 に

定 め る 職 員 に あ

っ て は 百 分 の 十 ） を

支 場 長 、 分 場 長 、 室 長 、 百 分 の 十

部 長 、 研 究 企 画 主 幹 、

特 別 研 究 員

」

「

所 長 、 支 場 長 、 分 場 長 、 百 分 の 十

室 長 、 部 長 、 研 究 企 画 に 改 め 、 同 表 知 事

主 幹 、 特 別 研 究 員

」

部 局 の 医 療 職 交 の 出 先 機 関 の 項 中 「 所 長 」 を 「 所 長 、 場 長 、 副 場 長 」

に 改 め 、 「 係 長 、 」 を 削 り 、 同 表 知 事 部 局 の 医 療 職 交 の 共 通 の 項 中

「 主 査 」 を 「 副 主 幹 、 主 査 」 に 改 め 、 同 表 知 事 部 局 の 医 療 職 佼 の 本

庁 の 項 中

「

副 参 事 補 百 分 の 十

副 主 幹 百 分 の 五 （ 人 事

委 員 会 が 別 に 定 を

め る 職 員 に あ つ

て は 百 分 の 十 ）

」

「

課 長 補 佐 、 副 参 事 補 百 分 の 十 に 改 め 、 同 表 知 事

」

部 局 の 医 療 職 佼 の 出 先 機 関 の 項 中 「 係 長 、 」 を 削 り 、 同 表 知 事 部 局

の 医 療 職 佼 の 共 通 の 項 中 「 主 査 」 を 「 副 主 幹 、 主 査 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

管 理 職 員 等 の 範 囲 を 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公

布 す る 。
平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 三 号

管 理 職 員 等 の 範 囲 を 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

管 理 職 員 等 の 範 囲 を 定 め る 規 則 （ 昭 和 四 十 一 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会

規 則 第 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 知 事 部 局 の 項 中 「 出 納 事 務 局 」 を 「 会 計 管 理 局 」 に 改 め 、 同

表 知 事 部 局 の 本 庁 の 項 中 「 部 長 」 を 「 部 長 会 計 管 理 者 」 に 、 「 、

労 務 調 整 又 は 公 務 員 制 度 」 を 「 又 は 法 令 遵 守 」 に 改 め 、 「 職 員 厚 生

課 の 主 幹 又 は 副 主 幹 」 を 削 り 、 「 財 政 課 の 主 幹 又 は 副 主 幹 」 の 下 に

「 総 務 事 務 セ ン タ ー の 主 幹 又 は 副 主 幹 」 を 加 え 、 同 表 知 事 部 局 の

出 先 機 関 の 項 中

「

東 京 事 務 所 所 長 次 長 総 務 課 長 」 を

「

東 京 事 務 所 所 長 次 長 総 務 を 掌 理 す る 課 長 」 に 、

「 学 長 副 学 長 学 生 部 長 付 属 図 書

看 護 大 学 館 長 事 務 局 長 事 務 局 次 長 総 務 を

課 長 」
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附 則
第 一 章 総 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 規 則 は 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十

一 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 八 条 第 八 項 及 び 第 五 十 一 条 の 規 定

に 基 づ き 、 法 第 四 十 九 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 不 服 申 立 て の 手 続

及 び 審 査 の 結 果 執 る べ き 措 置 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。
（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 規 則 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該

各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 処 分 法 第 四 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 職 員 に 対 す る 懲 戒 そ の

他 そ の 意 に 反 す る と 認 め る 不 利 益 な 処 分 を い う 。

二 請 求 人 処 分 を 受 け て 、 そ の 処 分 に つ い て 法 第 四 十 九 条 の 二

第 一 項 の 規 定 に よ る 審 査 請 求 （ 以 下 「 審 査 請 求 」 と い う 。 ） を

す る 者 を い う 。

三 処 分 者 処 分 を 行 っ た 者 （ そ の 職 が 廃 止 さ れ た 場 合 及 び 当 該

処 分 と 同 一 の 処 分 を 行 う 権 限 を 有 し な く な っ た 場 合 に は 、 当 該

処 分 と 同 一 の 処 分 を 行 う 権 限 を 有 す る 者 ） を い う 。

四 当 事 者 請 求 人 及 び 処 分 者 を い う 。

五 審 査 員 法 第 五 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 審 査 に 関 す る 事 務 の

一 部 を 委 任 さ れ た 人 事 委 員 会 の 委 員 又 は 事 務 局 長 を い う 。

第 二 章 審 査 請 求

（ 審 査 請 求 の 方 式 ）

第 三 条 審 査 請 求 は 、 審 査 請 求 書 正 副 各 一 通 を 人 事 委 員 会 に 提 出 し

て し な け れ ば な ら な い 。

２ 審 査 請 求 書 に は 、 そ れ ぞ れ 法 第 四 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 処 分

の 事 由 を 記 載 し た 説 明 書 （ 以 下 「 処 分 説 明 書 」 と い う 。 ） の 写 し

一 通 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 処 分 説 明 書 が 交 付 さ れ

な か っ た と き は 、 こ の 限 り で な い 。

３ 審 査 請 求 書 に は 、 必 要 と 認 め る 資 料 を 添 付 す る こ と が で き る 。

４ 審 査 請 求 は 、 代 理 人 に よ っ て す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お

い て は 、 そ の 資 格 を 証 明 す る 書 面 を 審 査 請 求 書 に 添 付 し な け れ ば

な ら な い 。

（ 審 査 請 求 書 ）

第 四 条 審 査 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し 、 請 求 人 が 署 名

押 印 （ 記 名 押 印 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） し な け れ ば な ら な い 。

一 請 求 人 の 氏 名 、 住 所 及 び 生 年 月 日 並 び に 請 求 人 が 現 に 職 員 で

あ る 場 合 は そ の 職 名 及 び 所 属

二 請 求 人 の 処 分 を 受 け た 時 に お け る 職 名 及 び 所 属

三 処 分 者 の 職 名 及 び 氏 名

四 処 分 の 内 容 及 び 処 分 を 受 け た 年 月 日

五 処 分 が あ っ た こ と を 知 っ た 年 月 日

六 審 査 請 求 の 趣 旨 及 び 処 分 に 対 す る 不 服 の 理 由

七 処 分 説 明 書 が 交 付 さ れ な か っ た と き は 、 そ の 経 緯

八 口 頭 審 理 を 請 求 す る か 又 は 書 面 審 理 を 請 求 す る か の 別 及 び 口

頭 審 理 を 請 求 す る 場 合 は 公 開 又 は 非 公 開 の 別

九 人 事 委 員 会 か ら の 請 求 人 に 対 す る 通 知 先 及 び 連 絡 先

十 審 査 請 求 の 年 月 日

２ 請 求 人 が 代 理 人 に よ っ て 審 査 請 求 を す る 場 合 は 、 審 査 請 求 書 に

前 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 の ほ か 、 審 査 請 求 を す る 代 理 人 の 氏 名 、 住

所 及 び 職 名 又 は 職 業 を 記 載 し 、 当 該 代 理 人 が 署 名 押 印 し な け れ ば

な ら な い 。

３ 第 一 項 第 一 号 又 は 第 九 号 に 掲 げ る 事 項 に 変 更 を 生 じ た 場 合 は 、

請 求 人 は 、 速 や か に 、 書 面 で そ の 旨 を 人 事 委 員 会 に 届 け 出 な け れ

ば な ら な い 。

（ 審 査 請 求 書 等 の 調 査 及 び 補 正 ）

第 五 条 人 事 委 員 会 は 、 審 査 請 求 書 が 提 出 さ れ た と き は 、 そ の 記 載

事 項 及 び 添 付 の 資 料 又 は 書 面 が あ る と き は そ の 内 容 を 調 査 す る も

の と す る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ る 調 査 の 結 果 、 審 査 請 求 に 不 備 が あ る と 認 め ら

れ る と き は 、 人 事 委 員 会 は 、 相 当 の 期 間 を 定 め て 、 そ の 補 正 を 命

ず る こ と が で き る 。 た だ し 、 不 備 が 軽 微 で あ っ て 事 案 の 内 容 に 影

響 が な い も の と 認 め ら れ る と き は 、 人 事 委 員 会 は 、 職 権 で こ れ を

補 正 す る こ と が で き る 。

（ 審 査 請 求 の 受 理 又 は 却 下 ）

第 六 条 人 事 委 員 会 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 調 査 の 結 果 に よ り 、

そ の 審 査 請 求 の 受 理 又 は 却 下 を 決 定 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に

お い て 、 次 に 掲 げ る 審 査 請 求 に つ い て は 、 却 下 と す る も の と す る 。

一 審 査 請 求 を す る こ と が で き な い 者 に よ っ て さ れ た 審 査 請 求

二 処 分 に 該 当 し な い こ と が 明 ら か な 事 実 に つ い て さ れ た 審 査 請

求
三 法 第 四 十 九 条 の 三 に 規 定 す る 期 間 経 過 後 に さ れ た 審 査 請 求

四 審 査 請 求 を す る こ と に つ き 法 律 上 の 利 益 が な い こ と が 明 ら か

な 請 求 人 に よ っ て さ れ た 審 査 請 求

五 前 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 補 正 命 令 に 従 っ た 補 正 が さ れ な い 審

査 請 求

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 不 適 法 に さ れ た 審 査 請 求 で 不 備

を 補 正 す る こ と が で き な い も の

２ 審 査 請 求 が 法 第 四 十 九 条 の 三 に 規 定 す る 期 間 経 過 後 に さ れ た 場

合 で あ っ て 、 そ の こ と に つ き 天 災 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 が あ る

と 認 め ら れ る と き は 、 当 該 審 査 請 求 は 、 同 条 に 規 定 す る 期 間 内 に

さ れ た も の と み な す 。

３ 審 査 請 求 書 が 郵 便 で 提 出 さ れ た 場 合 の 法 第 四 十 九 条 の 三 に 規 定

す る 期 間 の 計 算 に つ い て は 、 郵 送 に 要 し た 日 数 は 、 算 入 し な い 。

４ 人 事 委 員 会 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 審 査 請 求 の 受 理 を 決 定 し た

と き は 当 事 者 に そ の 旨 を 通 知 す る と と も に 処 分 者 に 審 査 請 求 書 の

副 本 を 送 付 す る も の と し 、 同 項 の 規 定 に よ り 審 査 請 求 の 却 下 を 決

定 し た と き は 理 由 を 付 し て そ の 旨 を 請 求 人 に 通 知 す る も の と す る 。

（ 受 理 後 の 却 下 ）

第 七 条 人 事 委 員 会 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 受 理 の 決 定 を し た

審 査 請 求 が 、 同 項 後 段 の 規 定 に よ り 却 下 す べ き も の で あ っ た こ と

が 明 ら か に な っ た と き は 、 当 該 審 査 請 求 の 却 下 を 決 定 す る も の と

す る 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 審 査 請 求 の 却 下 を 決 定 し た と

き は 、 理 由 を 付 し て 、 当 事 者 に そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。

（ 審 査 の 併 合 及 び 分 離 ）

第 八 条 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 同 一 又 は 相 関

連 す る 数 個 の 審 査 請 求 の 審 査 を 併 合 す る こ と が で き る 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 併 合 さ れ た 審 査 請

求 の 審 査 を 分 離 す る こ と が で き る 。

３ 当 事 者 は 、 人 事 委 員 会 に 対 し 、 審 査 請 求 の 審 査 を 併 合 し 、 又 は

分 離 す る よ う 申 し 立 て る こ と が で き る 。

４ 人 事 委 員 会 は 、 審 査 請 求 の 審 査 を 併 合 し 、 又 は 分 離 し た と き は 、

当 事 者 に そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。

（ 手 続 の 承 継 ）

第 九 条 請 求 人 が 死 亡 し た と き は 、 相 続 人 そ の 他 法 令 の 規 定 に 基 づ

き 審 査 請 求 を 続 行 す べ き 者 （ 以 下 「 相 続 人 等 」 と い う 。 ） は 、 書
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面 で 、 人 事 委 員 会 に 対 し 、 審 査 請 求 手 続 の 承 継 を 申 し 立 て な け れ

ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 申 立 書 に は 、 承 継 の 事 由 を 証 明

す る 書 面 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に よ る 申 立 て が さ れ る ま で の 間 に 請 求 人 に あ て て さ

れ た 通 知 そ の 他 の 行 為 が 相 続 人 等 に 到 達 し た と き は 、 当 該 通 知 そ

の 他 の 行 為 は 、 相 続 人 等 に 対 す る 通 知 そ の 他 の 行 為 と し て の 効 力

を 有 す る 。

３ 審 査 請 求 手 続 の 承 継 を し た 相 続 人 等 が 二 人 以 上 あ る と き は 、 そ

の う ち の 一 人 に 対 す る 通 知 そ の 他 の 行 為 は 、 そ の 全 員 に 対 し て さ

れ た も の と み な す 。

（ 審 査 請 求 の 取 下 げ ）

第 十 条 請 求 人 は 、 そ の 事 案 に 係 る 人 事 委 員 会 の 裁 決 が あ る ま で は 、

い つ で も 審 査 請 求 の 全 部 又 は 一 部 を 取 り 下 げ る こ と が で き る 。

２ 審 査 請 求 の 取 下 げ は 、 書 面 で そ の 旨 を 人 事 委 員 会 に 申 し 出 て 行

わ な け れ ば な ら な い 。

３ 人 事 委 員 会 は 、 審 査 請 求 の 取 下 げ が あ っ た と き は 、 処 分 者 に そ

の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。

４ 取 下 げ の あ っ た 審 査 請 求 の 部 分 に つ い て は 、 初 め か ら 係 属 し な

か っ た も の と み な す 。

（ 処 分 者 に よ る 処 分 の 取 消 し 又 は 修 正 の 届 出 等 ）

第 十 一 条 審 査 請 求 が 人 事 委 員 会 に 係 属 し て い る 場 合 に お い て 、 処

分 者 が 当 該 審 査 請 求 の 対 象 と な っ て い る 処 分 を 取 り 消 し 、 又 は 修

正 し た と き は 、 処 分 者 は 、 書 面 で そ の 旨 を 人 事 委 員 会 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 処 分 の 修 正 が あ っ た と き は 、 請 求 人 は 、 直 ち に 、 書 面 で

係 属 中 の 審 査 請 求 を 継 続 す る か 又 は 取 り 下 げ る か を 人 事 委 員 会 に

申 し 出 な け れ ば な ら な い 。

（ 取 消 判 決 等 の 確 定 の 届 出 ）

第 十 二 条 人 事 委 員 会 に 係 属 し て い る 審 査 請 求 の 対 象 と な っ て い る

処 分 を 取 り 消 す 判 決 又 は そ の 処 分 の 無 効 を 確 認 す る 判 決 が 確 定 し

た と き は 、 当 該 審 査 請 求 の 当 事 者 は 、 速 や か に 書 面 で そ の 旨 を 人

事 委 員 会 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

（ 審 査 の 打 切 却 下 ）

第 十 三 条 人 事 委 員 会 は 、 係 属 し て い る 審 査 請 求 が 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 審 査 を 打 ち 切 り 、 当 該 審 査 請 求 の 却 下

を 決 定 す る も の と す る 。

一 処 分 者 が 審 査 請 求 の 対 象 と な っ た 処 分 を 取 り 消 し た と き 。

二 審 査 請 求 の 対 象 と な っ た 処 分 を 取 り 消 す 判 決 又 は 当 該 処 分 の

無 効 を 確 認 す る 判 決 が 確 定 し た と き 。

三 請 求 人 が 死 亡 し た 場 合 に お い て 、 そ の 死 亡 の 日 の 翌 日 か ら 起

算 し て 一 年 以 内 に 、 第 九 条 の 規 定 に よ る 承 継 の 申 立 て が な い と

き 。

四 請 求 人 の 所 在 が 不 明 と な り 、 審 査 を 継 続 す る こ と が で き な い

と き 。

五 請 求 人 が 審 査 請 求 を 継 続 す る 意 思 を 放 棄 し た と 認 め ら れ る と

き 。

六 前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 審 査 請 求 を 継 続 す る こ と に つ き

法 律 上 の 利 益 が な く な っ た こ と が 明 ら か な と き 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 審 査 請 求 の 却 下 を 決 定 し た と

き は 、 理 由 を 付 し て 当 事 者 に そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。

第 三 章 代 表 者 及 び 代 理 人

（ 代 表 者 ）

第 十 四 条 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 併 合 さ れ た 審 査 の 請 求 人 （ 以

下 「 併 合 に 係 る 請 求 人 」 と い う 。 ） は 、 そ れ ら の う ち か ら 代 表 者

一 人 を 選 任 し 、 及 び 選 任 し た 代 表 者 を 解 任 す る こ と が で き る 。

２ 併 合 に 係 る 請 求 人 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 代 表 者 を 選 任 し 、 又 は

解 任 し た と き は 、 書 面 で そ の 者 の 氏 名 を 人 事 委 員 会 に 届 け 出 な け

れ ば な ら な い 。

３ 人 事 委 員 会 は 、 併 合 に 係 る 請 求 人 が 代 表 者 の 選 任 を 行 わ な い 場

合 に お い て 、 必 要 と 認 め る と き は 、 当 該 併 合 に 係 る 請 求 人 に 対 し

代 表 者 一 人 の 選 任 を 命 じ る こ と が で き る 。

４ 代 表 者 は 、 併 合 に 係 る 請 求 人 の た め に 、 審 査 請 求 を 取 り 下 げ る

こ と を 除 き 、 併 合 さ れ た 審 査 請 求 の 審 査 に 関 す る 一 切 の 行 為 を す

る こ と が で き る 。

５ 代 表 者 の し た 行 為 は 、 併 合 に 係 る 請 求 人 が 遅 滞 な く 取 り 消 し 、

又 は 訂 正 し た と き は 、 そ の 効 力 を 失 う 。

６ 併 合 さ れ た 審 査 を 分 離 し た 場 合 又 は 併 合 さ れ た 審 査 に 新 た に 他

の 審 査 請 求 の 審 査 を 併 合 し た 場 合 は 、 当 該 併 合 さ れ た 審 査 に 係 る

代 表 者 は 、 そ の 地 位 を 失 う 。 た だ し 、 併 合 さ れ た 審 査 を 分 離 し た

場 合 に お い て な お 代 表 者 の し た 審 査 請 求 と 審 査 が 併 合 さ れ て い る

審 査 請 求 の 請 求 人 が そ の 代 表 者 に 関 し 異 議 を 述 べ な い と き 、 又 は

併 合 さ れ た 審 査 に 新 た に 他 の 審 査 請 求 の 審 査 を 併 合 し た 場 合 に お

い て 当 該 他 の 審 査 請 求 の 請 求 人 が 審 査 を 併 合 す る こ と と な っ た 審

査 請 求 に 係 る 代 表 者 に 関 し 異 議 を 述 べ な い と き は 、 こ の 限 り で な

い 。

７ 請 求 人 に 対 す る 人 事 委 員 会 の 通 知 そ の 他 の 行 為 は 、 代 表 者 に す

れ ば 足 り る も の と す る 。

（ 代 理 人 の 選 任 及 び 解 任 等 ）

第 十 五 条 当 事 者 は 、 代 理 人 を 選 任 し 、 及 び 選 任 し た 代 理 人 を 解 任

す る こ と が で き る 。

２ 当 事 者 は 、 代 理 人 を 選 任 し 、 又 は 解 任 し た と き は 、 書 面 で 人 事

委 員 会 に そ の 者 の 氏 名 、 住 所 及 び 職 名 又 は 職 業 を 届 け 出 な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 第 三 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 審 査 請 求 を し た 代

理 人 の 選 任 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。

３ 請 求 人 は 、 代 理 人 に 対 し て 次 条 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 特 別

の 委 任 を し た と き 、 又 は そ の 委 任 を 撤 回 し た と き は 、 前 項 に 規 定

す る 書 面 そ の 他 の 書 面 に そ の 旨 を 記 載 し て 人 事 委 員 会 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 そ の 委 任 又 は 委 任 の 撤 回 が 委 任 状 そ の

他 の 書 面 の 提 出 に よ っ て 証 明 さ れ た と き は 、 こ の 限 り で な い 。

４ 請 求 人 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ る 届 出 を 審 査 請 求 書 に 記 載 し て す

る こ と が で き る 。

５ 当 事 者 は 、 代 理 人 を 二 人 以 上 選 任 し た と き は 、 そ の う ち 一 人 を

主 任 代 理 人 に 指 名 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て は 、 第

二 項 の 書 面 に 主 任 代 理 人 で あ る 旨 を 記 載 す る も の と す る 。

６ 当 事 者 に 対 す る 人 事 委 員 会 の 通 知 そ の 他 の 行 為 は 、 代 理 人 が 一

人 で あ る 場 合 に は そ の 代 理 人 に 、 代 理 人 が 二 人 以 上 で あ る 場 合 に

は 主 任 代 理 人 に す れ ば 足 り る も の と す る 。

７ 人 事 委 員 会 は 、 口 頭 審 理 又 は 第 四 十 九 条 第 二 項 の 書 面 審 理 に お

け る 審 尋 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 審 尋 」 と い う 。 ） の 円 滑 か つ 迅

速 な 進 行 と 公 正 な 運 営 を 期 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

口 頭 審 理 又 は 審 尋 に 出 席 す る 代 理 人 の 数 を 制 限 す る こ と が で き る 。

（ 代 理 人 の 権 限 ）

第 十 六 条 代 理 人 は 、 当 事 者 の た め に 、 そ の 審 査 請 求 に 関 す る 一 切

の 行 為 を す る こ と が で き る 。 た だ し 、 審 査 請 求 の 取 下 げ は 、 特 別

の 委 任 を 受 け な け れ ば す る こ と が で き な い 。

２ 代 理 人 の し た 行 為 は 、 当 事 者 が 遅 滞 な く 取 り 消 し 、 又 は 訂 正 し

た と き は 、 そ の 効 力 を 失 う 。

第 四 章 審 査 長 及 び 審 査 員
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（ 審 査 長 ）

第 十 七 条 人 事 委 員 会 が 審 査 請 求 の 審 査 を 行 う 場 合 は 、 人 事 委 員 会

は 、 そ の 委 員 の う ち か ら 審 査 長 一 人 を 指 名 す る も の と す る 。

２ 一 個 の 事 案 に つ き 、 審 査 員 が 二 人 以 上 あ る 場 合 は 、 人 事 委 員 会

は 、 そ の う ち 一 人 を 審 査 長 に 指 名 す る も の と す る 。

３ 審 査 長 （ 審 査 員 が 単 独 で 審 査 す る 場 合 に あ っ て は 、 審 査 員 。 次

条 を 除 き 、 以 下 同 じ 。 ） は 、 そ の 事 案 の 審 査 を 指 揮 す る も の と す

る 。
（ 審 査 長 及 び 審 査 員 の 氏 名 の 通 知 ）

第 十 八 条 人 事 委 員 会 は 、 前 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 審 査

長 を 指 名 し た と き は 、 そ の 氏 名 を 当 事 者 に 通 知 す る も の と す る 。

審 査 長 に 異 動 が あ っ た 場 合 も 同 様 と す る 。

２ 前 項 の 規 定 は 、 審 査 員 に 審 査 を 委 任 し た 場 合 及 び 審 査 請 求 の 審

査 の 併 合 又 は 分 離 に よ り 審 査 長 又 は 審 査 員 に 異 動 が あ っ た 場 合 に

つ い て 準 用 す る 。

第 五 章 口 頭 審 理

第 一 節 審 理 の 手 続

（ 口 頭 審 理 ）

第 十 九 条 人 事 委 員 会 は 、 請 求 人 が 口 頭 審 理 の 請 求 を 行 っ た 場 合 に

は 、 当 事 者 立 会 い の 下 で 、 証 拠 調 べ そ の 他 人 事 委 員 会 が 必 要 と 認

め る 事 項 に 関 す る 審 理 を 口 頭 に よ り 行 う も の と す る 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 当 事 者 の 一 方 及 び そ の 代 理 人 が と も に 口 頭 審 理

の 期 日 に 正 当 な 理 由 が な く て 出 席 し な い 場 合 に お い て も 、 そ の 期

日 の 口 頭 審 理 を 行 う こ と が で き る 。

３ 人 事 委 員 会 は 、 請 求 人 が 口 頭 審 理 の 公 開 を 請 求 し た 場 合 に お い

て も 、 公 の 秩 序 又 は 善 良 の 風 俗 を 害 す る お そ れ が あ る と 認 め る と

き は 、 理 由 を 告 げ た 上 、 口 頭 審 理 を 公 開 し な い こ と が で き る 。

４ 人 事 委 員 会 は 、 法 第 三 十 四 条 第 一 項 に 規 定 す る 職 務 上 知 り 得 た

秘 密 に つ い て 陳 述 し 、 又 は 証 言 す る こ と を 求 め る と き は 、 理 由 を

告 げ た 上 、 当 事 者 、 代 理 人 又 は 傍 聴 人 を 退 席 さ せ る こ と が で き る 。

（ 口 頭 審 理 の 請 求 及 び そ の 撤 回 ）

第 二 十 条 請 求 人 は 、 審 理 が 終 了 す る ま で は 、 い つ で も 、 口 頭 審 理

を 請 求 し 、 又 は そ の 請 求 を 撤 回 す る こ と が で き る 。

２ 請 求 人 は 、 い つ で も 、 口 頭 審 理 の 公 開 を 請 求 し 、 又 は そ の 請 求

を 撤 回 す る こ と が で き る 。

３ 前 二 項 に 規 定 す る 請 求 及 び 撤 回 は 、 書 面 で し な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 請 求 人 が 口 頭 審 理 に 出 席 し て い る と き に 口 頭 で 告 知 す る

場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

４ 請 求 人 及 び そ の 代 理 人 が と も に 正 当 な 理 由 が な く 口 頭 審 理 の 期

日 に 出 席 せ ず 、 か つ 、 相 当 の 期 間 を お い て 、 再 度 指 定 さ れ た 口 頭

審 理 の 期 日 に 出 席 し な い と き は 、 請 求 人 が 口 頭 審 理 の 請 求 を 撤 回

し た も の と み な す 。

（ 口 頭 審 理 の 通 知 ）

第 二 十 一 条 口 頭 審 理 を 行 う と き は 、 人 事 委 員 会 は 、 口 頭 審 理 の 日

時 及 び 場 所 を 当 事 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

２ 最 初 の 口 頭 審 理 の 期 日 の 通 知 は 、 そ の 期 日 と 通 知 の 日 と の 間 に

十 四 日 以 上 の 期 間 を 置 い て 、 書 面 で し な け れ ば な ら な い 。

（ 口 頭 審 理 の 日 時 の 変 更 ）

第 二 十 二 条 当 事 者 の 一 方 及 び そ の 代 理 人 が 、 や む を 得 な い 理 由 に

よ っ て 、 と も に 指 定 さ れ た 日 時 に 口 頭 審 理 に 出 席 で き な い と き は 、

そ の 日 時 の 変 更 を 申 し 立 て る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ る 申 立 て は 、 口 頭 審 理 の 期 日 の 七 日 前 の 日 ま で

に 到 達 す る よ う に 、 そ の 理 由 を 記 載 し た 書 面 を 人 事 委 員 会 に 提 出

し て し な け れ ば な ら な い 。

３ 人 事 委 員 会 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 立 て が 正 当 な 理 由 に 基 づ

く も の と 認 め る と き は 、 新 た な 日 時 を 指 定 し な け れ ば な ら な い 。

（ 答 弁 書 及 び 反 論 書 ）

第 二 十 三 条 人 事 委 員 会 は 、 処 分 者 に 対 し 、 相 当 の 期 間 を 定 め て 、

処 分 の 理 由 に 関 す る 具 体 的 な 説 明 及 び 請 求 人 の 主 張 に 対 す る 答 弁

を 記 載 し た 答 弁 書 正 副 各 一 通 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 答 弁 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 請 求 人 に 対 し 、

相 当 の 期 間 を 定 め て 、 処 分 者 の 主 張 に 対 す る 認 否 及 び 反 論 を 記 載

し た 反 論 書 正 副 各 一 通 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。

３ 当 事 者 は 、 答 弁 書 又 は 反 論 書 に 必 要 と 認 め る 資 料 を 添 付 す る こ

と が で き る 。

４ 人 事 委 員 会 は 、 答 弁 書 又 は 反 論 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 相 手

方 当 事 者 に そ の 副 本 を 送 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 口 頭 審 理 の 準 備 ）

第 二 十 四 条 当 事 者 は 、 口 頭 審 理 の 準 備 の た め 、 前 条 の 規 定 に よ り

記 載 す べ き も の と さ れ て い る 事 項 そ の 他 必 要 と 認 め る 事 項 に つ い

て 、 こ れ を 明 ら か に し た 書 面 （ 以 下 「 準 備 書 面 」 と い う 。 ） 正 副

各 一 通 を 提 出 す る こ と が で き る 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 事 者 に 対 し 、 相

当 の 期 間 を 定 め た 上 、 準 備 書 面 正 副 各 一 通 の 提 出 を 求 め る こ と が

で き る 。

３ 前 条 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定 は 、 準 備 書 面 に つ い て 準 用 す る 。

（ 書 面 に 記 載 し な か っ た 場 合 の 効 果 ）

第 二 十 五 条 当 事 者 は 、 答 弁 書 、 反 論 書 又 は 準 備 書 面 に 記 載 し な か

っ た 事 実 を 口 頭 審 理 に お い て 主 張 す る こ と が で き な い 。 当 事 者 が

相 当 の 期 間 内 に こ れ ら の 書 面 を 提 出 し な か っ た と き も 、 同 様 と す

る 。 た だ し 、 書 面 に 記 載 で き ず 、 又 は 相 当 の 期 間 内 に 書 面 を 提 出

で き な か っ た こ と に つ き や む を 得 な い 事 情 が あ っ た こ と を 疎 明 し

た と き は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 当 事 者 に 対 す る 求 釈 明 ）

第 二 十 六 条 人 事 委 員 会 は 、 口 頭 審 理 の 期 日 又 は 期 日 外 に お い て 、

事 実 上 及 び 法 律 上 の 事 項 に 関 し 、 当 事 者 に 対 し て 問 い を 発 し 、 立

証 を 促 し 、 そ の 他 必 要 と 認 め る 処 置 を す る こ と が で き る 。

２ 当 事 者 は 、 口 頭 審 理 の 期 日 又 は 期 日 外 に お い て 、 人 事 委 員 会 に

対 し て 相 手 方 当 事 者 に 対 す る 質 問 を 求 め る こ と が で き る 。

３ 人 事 委 員 会 は 、 口 頭 審 理 の 期 日 外 に お い て 、 第 一 項 の 規 定 に よ

る 処 置 を し た と き は 、 そ の 内 容 を 当 事 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な

い 。
（ 準 備 手 続 ）

第 二 十 七 条 人 事 委 員 会 は 、 口 頭 審 理 を 円 滑 に 行 う た め 必 要 が あ る

と 認 め る と き は 、 当 事 者 の 出 席 を 得 て 、 い つ で も 、 次 に 掲 げ る 事

項 の 審 理 を 行 う こ と が で き る 。

一 当 事 者 の 主 張 を 明 確 に す る こ と 。

二 事 案 の 争 点 を 整 理 す る こ と 。

三 証 拠 調 べ の 申 請 を さ せ る こ と 。

四 立 証 趣 旨 、 尋 問 事 項 等 を 明 ら か に さ せ る こ と 。

五 証 拠 調 べ の 決 定 又 は 証 拠 調 べ の 申 請 を 却 下 す る 決 定 を す る こ

と 。

六 書 類 、 記 録 そ の 他 の あ ら ゆ る 適 切 な 事 実 及 び 資 料 （ 以 下 「 証

拠 資 料 」 と い う 。 ） を 提 出 さ せ 、 そ の 認 否 を 行 わ せ る こ と 。

七 口 頭 審 理 の 進 行 に 関 す る 事 項 を 定 め る こ と 。

２ 前 項 の 規 定 に 基 づ い て 行 う 審 理 （ 以 下 「 準 備 手 続 」 と い う 。 ）

は 、 非 公 開 で 行 う も の と す る 。

３ 第 十 九 条 第 二 項 、 第 二 十 一 条 、 第 二 十 二 条 、 第 二 十 四 条 か ら 第
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二 十 六 条 ま で 、 第 二 十 九 条 、 第 三 十 条 、 第 三 十 五 条 、 第 三 十 六 条

第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 三 十 七 条 、 第 三 十 八 条 、 第 四 十 四 条 第 二 項

及 び 第 三 項 の 規 定 は 、 準 備 手 続 に つ い て 準 用 す る 。

（ 打 合 せ ）

第 二 十 八 条 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 事 者 の

一 方 又 は 双 方 と 、 口 頭 審 理 の 期 日 そ の 他 審 理 の 進 行 に 関 し 必 要 な

事 項 に つ い て 打 合 せ を 行 う こ と が で き る 。

（ 攻 撃 防 御 方 法 の 提 出 時 期 等 ）

第 二 十 九 条 攻 撃 又 は 防 御 の 方 法 （ 当 事 者 に よ る 法 律 上 又 は 事 実 上

の 主 張 、 証 拠 調 べ の 申 請 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 審 査 の 進 行

状 況 に 応 じ 適 切 な 時 期 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 当 事 者 が 攻 撃 又 は 防 御 の 方 法 を 故 意 又 は 重 大 な

過 失 に よ り 時 機 に 遅 れ て 提 出 し た 場 合 に お い て 、 こ れ に よ り 審 査

の 終 了 を 遅 延 さ せ る こ と と な る と 認 め る と き は 、 当 該 攻 撃 又 は 防

御 の 方 法 を 却 下 す る こ と が で き る 。

（ 発 言 の 許 可 及 び 禁 止 並 び に 秩 序 維 持 の た め の 処 置 ）

第 三 十 条 審 査 長 は 、 口 頭 審 理 に お い て 、 発 言 を 許 可 し 、 又 は そ の

指 揮 に 従 わ な い 者 の 発 言 を 禁 止 す る こ と が で き る 。

２ 審 査 長 は 、 口 頭 審 理 に お け る 人 事 委 員 会 の 職 務 の 執 行 を 妨 げ る

者 又 は 不 当 な 言 動 を す る 者 を 退 席 さ せ 、 そ の 他 口 頭 審 理 に お け る

秩 序 を 維 持 す る た め に 必 要 な 処 置 を す る こ と が で き る 。

（ 争 わ れ な い 主 張 ）

第 三 十 一 条 当 事 者 が 相 手 方 当 事 者 の 主 張 し た 事 実 に つ い て 争 わ な

か っ た と 明 ら か に 認 め ら れ る と き は 、 そ の 主 張 し た 事 実 を 承 認 し

た も の と み な す こ と が で き る 。

（ 最 終 陳 述 ）

第 三 十 二 条 人 事 委 員 会 は 、 審 理 を 終 了 さ せ る 前 に 、 当 事 者 に 最 終

陳 述 を す る 機 会 を 与 え る こ と が で き る 。 審 査 の 併 合 さ れ た 審 査 請

求 の 一 部 に つ い て 審 理 を 終 了 さ せ る 前 に お い て も 、 同 様 と す る 。

２ 最 終 陳 述 は 、 書 面 に よ っ て 行 う こ と が で き る 。

３ 当 事 者 が 最 終 陳 述 を 書 面 に よ っ て 行 う こ と を 申 し 出 た と き は 、

人 事 委 員 会 は 、 相 当 の 期 間 を 置 い て 、 そ の 提 出 期 限 を 定 め る も の

と す る 。 当 事 者 が そ の 期 限 ま で に 最 終 陳 述 書 を 提 出 し な い と き は 、

そ の 当 事 者 は 、 最 終 陳 述 を す る 機 会 を 放 棄 し た も の と み な す 。

第 二 節 証 拠 調 べ

（ 職 権 に よ る 証 拠 調 べ ）

第 三 十 三 条 人 事 委 員 会 は 、 証 人 を 尋 問 し 、 証 拠 資 料 を 調 査 し 、 そ

の 他 必 要 と 認 め る 証 拠 調 べ を す る こ と が で き る 。

（ 集 中 証 拠 調 べ ）

第 三 十 四 条 証 人 及 び 当 事 者 の 尋 問 は 、 争 点 及 び 証 拠 の 整 理 が 終 了

し た 後 に 、 で き る 限 り 、 集 中 し て 行 う も の と す る 。

（ 証 拠 資 料 の 提 出 ）

第 三 十 五 条 当 事 者 は 、 証 拠 資 料 を 人 事 委 員 会 に 提 出 す る こ と が で

き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 証 明 す べ き 事 項 及 び こ れ と 証 拠 資 料 と

の 関 係 を 具 体 的 に 明 示 し た 書 面 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 証 拠 資 料 は 、 そ の 写 し 二 通 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

こ の 場 合 に お い て 、 人 事 委 員 会 は 、 相 手 方 当 事 者 に そ の 一 通 を 送

付 す る も の と す る 。

３ 人 事 委 員 会 は 、 立 証 の 趣 旨 が 明 ら か で な い 証 拠 資 料 に つ い て は 、

こ れ を 証 拠 と し て 採 用 し な い こ と が で き る 。

（ 当 事 者 が 同 行 す る 証 人 の 出 席 ）

第 三 十 六 条 当 事 者 は 、 人 事 委 員 会 の 承 認 を 得 て 、 そ の 指 名 す る 者

を 証 人 と し て 出 席 さ せ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 承 認 を 求 め る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面

で し な け れ ば な ら な い 。

一 証 人 の 氏 名 、 住 所 及 び 職 名 又 は 職 業

二 証 明 す べ き 事 項 と 証 人 と の 関 係

三 尋 問 事 項 の 要 領 及 び 尋 問 時 間

３ 人 事 委 員 会 は 、 証 人 尋 問 の 必 要 が な い と 認 め る 場 合 は 、 前 項 の

規 定 に よ る 申 請 を 承 認 し な い こ と が で き る 。

（ 証 拠 調 べ の 申 立 て ）

第 三 十 七 条 当 事 者 は 、 人 事 委 員 会 に 対 し 、 人 事 委 員 会 が 証 人 を 呼

び 出 し て 尋 問 し 、 又 は 証 拠 資 料 を 提 出 さ せ て 調 査 す る こ と を 申 し

立 て る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 証 拠 調 べ の 申 立 て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 で

し な け れ ば な ら な い 。

一 証 人 の 氏 名 及 び 職 名 若 し く は 職 業 又 は 証 拠 資 料 の 表 示

二 証 人 の 住 所 又 は 証 拠 資 料 の 所 在

三 証 明 す べ き 事 項 及 び こ れ と 証 人 又 は 証 拠 資 料 と の 関 係

３ 人 事 委 員 会 は 、 証 拠 調 べ の 申 立 て が 前 項 に 定 め る 方 式 に よ ら な

い 場 合 に お い て 、 そ れ を 補 正 す る こ と が で き な い と き 、 若 し く は

人 事 委 員 会 が 相 当 の 期 間 を 定 め て し た 補 正 の 命 令 に 従 っ た 補 正 が

さ れ な い と き 、 又 は そ の 証 拠 調 べ が 必 要 で な い と 認 め る と き は 、

こ れ を 却 下 す る こ と が で き る 。

（ 証 拠 資 料 の 提 出 要 求 ）

第 三 十 八 条 人 事 委 員 会 は 、 証 拠 資 料 を 所 持 す る 者 に 、 次 に 掲 げ る

事 項 を 記 載 し た 書 面 に よ り 、 そ れ ら の 証 拠 資 料 の 提 出 を 求 め る こ

と が で き る 。

一 証 拠 資 料 を 提 出 す べ き 者 の 氏 名 及 び 住 所

二 提 出 期 限 及 び 提 出 場 所

三 提 出 す べ き 証 拠 資 料

四 正 当 な 理 由 が な く て 証 拠 資 料 を 提 出 し な か っ た 場 合 又 は 虚 偽

の も の を 提 出 し た 場 合 の 法 律 上 の 制 裁

２ 人 事 委 員 会 は 、 提 出 さ れ た 証 拠 資 料 を 留 め 置 く こ と が で き る 。

（ 証 人 の 呼 出 し ）

第 三 十 九 条 人 事 委 員 会 は 、 呼 出 状 に よ っ て 証 人 を 呼 び 出 す こ と が

で き る 。

２ 呼 出 状 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。

一 証 人 の 氏 名 、 住 所 及 び 職 名 又 は 職 業

二 出 席 す べ き 日 時 及 び 場 所

三 証 言 を 求 め よ う と す る 事 項

四 正 当 な 理 由 が な く て 出 席 し な か っ た 場 合 の 法 律 上 の 制 裁

３ 証 人 は 、 口 頭 審 理 の 期 日 に 出 席 で き な い 事 由 が 生 じ た と き は 、

直 ち に 、 当 該 事 由 を 示 し て 、 人 事 委 員 会 に 届 け 出 な け れ ば な ら な

い 。
（ 証 人 尋 問 の 手 続 ）

第 四 十 条 審 査 長 は 、 証 人 に 対 し て 、 そ の 人 違 い で な い か を 確 認 す

る も の と す る 。

２ 証 人 は 、 各 人 別 に 尋 問 す る も の と し 、 後 に 尋 問 す る 証 人 が 在 室

す る と き は 、 退 席 さ せ る も の と す る 。 た だ し 、 審 査 長 が そ の 必 要

が な い と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

３ 証 人 は 、 書 類 に 基 づ い て 証 言 す る こ と が で き な い 。 た だ し 、 審

査 長 が 許 可 し た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 証 人 の 宣 誓 ）

第 四 十 一 条 審 査 長 は 、 証 人 を 尋 問 す る 場 合 は 、 宣 誓 を 行 わ せ 、 虚

偽 の 証 言 を 行 っ た 場 合 の 法 律 上 の 制 裁 を 告 げ な け れ ば な ら な い 。

２ 宣 誓 は 、 証 人 が 宣 誓 書 を 朗 読 し 、 か つ 、 こ れ に 署 名 押 印 し て 行

う も の と す る 。
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３ 宣 誓 書 に は 、 良 心 に 従 っ て 、 真 実 を 述 べ 、 何 事 も 隠 さ ず 、 ま た 、

何 事 も 付 け 加 え な い こ と を 誓 う 旨 が 記 載 さ れ て い な け れ ば な ら な

い 。
（ 当 事 者 に よ る 証 人 尋 問 ）

第 四 十 二 条 当 事 者 は 、 審 査 長 の 許 可 を 得 て 、 証 人 を 尋 問 す る こ と

が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 事 者 の 一 方 が 申 請 し た 証 人 に つ

い て は 、 そ の 当 事 者 が 先 に 尋 問 す る も の と す る 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 事 者 に よ る 尋 問

の 途 中 又 は 終 了 後 に お い て も 、 自 ら 当 該 尋 問 に 係 る 事 項 及 び 関 連

す る 事 項 に つ い て 尋 問 す る こ と が で き る 。

３ 審 査 長 は 、 証 人 尋 問 に お け る 当 事 者 の 尋 問 が 審 査 を す る の に 必

要 が な い と 認 め る と き 、 又 は 次 に 掲 げ る 尋 問 で あ っ て 相 当 で な い

と 認 め る と き は 、 当 該 尋 問 を 制 限 す る こ と が で き る 。

一 具 体 的 又 は 個 別 的 で な い 尋 問

二 既 に し た 尋 問 と 重 複 す る 尋 問

三 証 人 を 侮 辱 し 、 又 は 困 惑 さ せ る 尋 問

四 意 見 の 陳 述 を 求 め る 尋 問

五 証 人 が 直 接 経 験 し な か っ た 事 実 に つ い て の 尋 問

六 誘 導 尋 問

（ 口 述 書 の 提 出 要 求 ）

第 四 十 三 条 人 事 委 員 会 は 、 証 人 に 対 し 、 口 頭 に よ る 証 言 に 代 え て

口 述 書 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 口 述 書 を 提 出 さ せ る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を

記 載 し た 書 面 を 、 当 該 証 人 に 送 付 し な け れ ば な ら な い 。

一 証 人 の 氏 名 、 住 所 及 び 職 名 又 は 職 業

二 提 出 期 限 及 び 提 出 場 所

三 証 言 を 求 め よ う と す る 事 項

四 正 当 な 理 由 が な く て 提 出 し な か っ た 場 合 又 は 虚 偽 の 事 項 を 記

載 し た 場 合 の 法 律 上 の 制 裁

３ 口 述 書 に は 、 証 人 が 署 名 押 印 し な け れ ば な ら な い 。

（ 当 事 者 本 人 尋 問 ）

第 四 十 四 条 人 事 委 員 会 は 、 当 事 者 本 人 を 尋 問 す る こ と が で き る 。

２ 当 事 者 は 、 人 事 委 員 会 に 対 し 、 当 事 者 本 人 の 尋 問 を 申 し 出 る こ

と が で き る 。

３ 前 項 の 規 定 に よ る 申 出 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 人

事 委 員 会 に 提 出 し て し な け れ ば な ら な い 。

一 当 事 者 の 氏 名

二 証 明 す べ き 事 項

三 尋 問 事 項 の 要 領 及 び 尋 問 時 間

４ 当 事 者 本 人 を 尋 問 す る 場 合 に は 、 宣 誓 を 行 わ せ る こ と が で き る 。

第 四 十 一 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 は 、 こ の 場 合 の 宣 誓 に つ い て

準 用 す る 。

５ 第 三 十 六 条 第 三 項 の 規 定 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 出 に つ い て 、

第 三 十 九 条 （ 第 二 項 第 四 号 を 除 く 。 ） 、 第 四 十 条 第 三 項 及 び 第 四

十 二 条 の 規 定 は 当 事 者 本 人 尋 問 に つ い て 準 用 す る 。

（ 対 質 ）

第 四 十 五 条 人 事 委 員 会 は 、 証 人 又 は 当 事 者 を 尋 問 す る 場 合 に お い

て 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 証 人 相 互 、 当 事 者 と 証 人 又 は 当

事 者 相 互 の 対 質 を 命 ず る こ と が で き る 。

（ 鑑 定 ）

第 四 十 六 条 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 鑑 定 人 に

鑑 定 を さ せ る こ と が で き る 。

（ 検 証 ）

第 四 十 七 条 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 検 証 を 行

う こ と が で き る 。

２ 人 事 委 員 会 は 、 検 証 を 行 う 場 合 に は 、 あ ら か じ め そ の 日 時 及 び

場 所 を 当 事 者 に 通 知 し 、 こ れ に 立 ち 会 う 機 会 を 与 え な け れ ば な ら

な い 。

（ 証 拠 の 所 在 地 に お け る 証 拠 調 べ ）

第 四 十 八 条 人 事 委 員 会 は 、 証 人 等 の 健 康 状 態 等 又 は 証 拠 資 料 の 性

質 、 保 管 状 態 等 を 考 慮 し 、 第 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 通 知

し た 場 所 に お い て 証 言 等 又 は 証 拠 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が 適 当

で な い と 認 め る と き は 、 当 事 者 の 意 見 を 聴 き 、 証 人 等 又 は 証 拠 資

料 の 所 在 地 に 赴 い て 証 拠 調 べ を す る こ と が で き る 。

２ 当 事 者 は 、 人 事 委 員 会 に 対 し 、 前 項 の 証 拠 調 べ を す る よ う 申 し

出 る こ と が で き る 。

３ 人 事 委 員 会 は 、 第 一 項 の 証 拠 調 べ を 行 う 場 合 に は 、 あ ら か じ め

そ の 日 時 及 び 場 所 を 当 事 者 に 通 知 し 、 こ れ に 立 ち 会 う 機 会 を 与 え

な け れ ば な ら な い 。

第 六 章 書 面 審 理

（ 書 面 審 理 ）

第 四 十 九 条 人 事 委 員 会 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、

書 面 審 理 を 行 う も の と す る 。

一 請 求 人 が 口 頭 審 理 の 請 求 を し な か っ た と き 。

二 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 口 頭 審 理 の 請 求 が 撤 回 さ れ た と

き 。

三 第 二 十 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 口 頭 審 理 の 請 求 を 撤 回 し た も の

と み な し た と き 。

２ 書 面 審 理 は 、 書 面 及 び 審 尋 に よ っ て 行 う 。 こ の 場 合 に お い て 、

請 求 人 の 申 立 て が あ っ た と き は 、 人 事 委 員 会 は 、 そ の 者 に 口 頭 で

意 見 を 述 べ る 機 会 を 与 え な け れ ば な ら な い 。

（ 審 尋 ）

第 五 十 条 前 条 第 二 項 の 審 尋 は 、 当 事 者 又 は 関 係 者 に 対 し 、 人 事 委

員 会 が 適 当 と 認 め る 方 式 に よ っ て 、 個 別 に 、 口 頭 で 行 う も の と す

る 。

２ 審 尋 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 審 理 を 行 う こ と が で き る 。

一 当 事 者 の 主 張 を 明 確 に す る こ と 。

二 事 案 の 争 点 を 整 理 す る こ と 。

三 必 要 な 証 拠 調 べ を 行 う こ と 。

四 前 条 第 二 項 後 段 の 規 定 に 基 づ き 、 請 求 人 に 口 頭 で 意 見 を 述 べ

さ せ る こ と 。

五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 必 要 と 認 め る 審 理 を 行 う こ と 。

３ 審 尋 は 、 非 公 開 で 行 う も の と す る 。

４ 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 事 者 を 審 尋 に 立

ち 会 わ せ る こ と が で き る 。

（ 書 面 審 理 終 了 の 予 告 ）

第 五 十 一 条 人 事 委 員 会 は 、 書 面 審 理 を 終 了 さ せ る 前 に 、 相 当 の 期

間 を 置 い て 、 当 事 者 に 書 面 審 理 の 終 了 予 定 日 を 通 知 す る も の と す

る 。
（ 口 頭 審 理 に 関 す る 規 定 の 準 用 ）

第 五 十 二 条 第 二 十 三 条 、 第 二 十 四 条 、 第 二 十 六 条 、 第 二 十 九 条 、

第 三 十 一 条 及 び 前 章 第 二 節 （ 第 三 十 四 条 、 第 四 十 二 条 （ 第 四 十 四

条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 四 十 七 条 第 二 項 及

び 第 四 十 八 条 第 三 項 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 書 面 審 理 に つ い て 準 用

す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 二 十 四 条 第 一 項 中 「 当 事 者 は 、 口 頭

審 理 の 準 備 の た め 」 と あ る の は 「 当 事 者 は 」 と 、 第 二 十 六 条 第 一

項 中 「 口 頭 審 理 の 期 日 又 は 期 日 外 に お い て 、 事 実 上 及 び 法 律 上 の

事 項 に 関 し 」 と あ る の は 「 事 実 上 及 び 法 律 上 の 事 項 に 関 し 」 と 、
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同 条 第 二 項 中 「 当 事 者 は 、 口 頭 審 理 の 期 日 又 は 期 日 外 に お い て 」

と あ る の は 「 当 事 者 は 」 と 、 同 条 第 三 項 中 「 人 事 委 員 会 は 、 口 頭

審 理 の 期 日 外 に お い て 」 と あ る の は 「 人 事 委 員 会 は 」 と 、 第 四 十

八 条 第 一 項 中 「 考 慮 し 、 第 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 通 知 し

た 場 合 に お い て 証 言 等 又 は 証 拠 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が 適 当 で

な い と 認 め る と き は 、 当 事 者 の 意 見 を 聴 き 」 と あ る の は 「 考 慮 し 」

と そ れ ぞ れ 読 み 替 え る も の と す る 。

第 七 章 調 書

（ 調 書 ）

第 五 十 三 条 人 事 委 員 会 は 、 次 に 掲 げ る も の を 調 書 と し て 取 り ま と

め る も の と す る 。

一 審 査 請 求 書 及 び 添 付 資 料

二 答 弁 書 、 反 論 書 そ の 他 当 事 者 の 主 張 に 関 す る 文 書

三 第 三 十 五 条 第 一 項 の 書 面 、 第 三 十 七 条 第 二 項 の 書 面 そ の 他 こ

の 規 則 に 規 定 す る 申 立 て に 関 す る 書 面

四 口 頭 審 理 の 場 合 に あ っ て は 口 頭 審 理 記 録 書 及 び 準 備 手 続 記 録

書 、 書 面 審 理 の 場 合 に あ っ て は 審 尋 記 録 書

五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 人 事 委 員 会 が 必 要 と 認 め る も の

２ 人 事 委 員 会 は 、 口 頭 審 理 記 録 書 、 準 備 手 続 記 録 書 又 は 審 尋 記 録

書 を そ れ ぞ れ 口 頭 審 理 、 準 備 手 続 又 は 審 尋 を 行 っ た 日 ご と に 作 成

す る も の と し 、 当 該 記 録 書 に は 当 該 審 理 を 行 っ た 人 事 委 員 会 の 委

員 又 は 審 査 員 が 署 名 押 印 し な け れ ば な ら な い 。

３ 口 頭 審 理 記 録 書 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 す る も の と す る 。

一 事 件 の 表 示

二 審 理 を 行 っ た 人 事 委 員 会 の 委 員 又 は 審 査 員 及 び 出 席 し た 事 務

局 職 員 の 氏 名

三 審 理 に 出 席 し た 当 事 者 及 び 代 理 人 の 氏 名

四 審 理 の 場 所 及 び 年 月 日

五 審 理 の 公 開 又 は 非 公 開 の 別

六 審 理 の 内 容 の 概 要

七 証 人 等 の 尋 問 及 び 検 証 を 行 っ た 場 合 に は 、 そ の 記 録

４ 前 項 の 規 定 は 、 準 備 手 続 記 録 書 及 び 審 尋 記 録 書 に つ い て 準 用 す

る 。

５ 人 事 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 口 頭 審 理 記 録 書 、

準 備 手 続 記 録 書 又 は 審 尋 記 録 書 の 写 し （ 第 十 九 条 第 四 項 の 規 定 に

基 づ き 当 事 者 、 代 理 人 又 は 傍 聴 人 を 退 席 さ せ て 行 わ れ た 口 頭 審 理

に 関 す る 部 分 そ の 他 の 送 付 す る こ と が 相 当 で な い 部 分 を 除 く 。 ）

を 当 事 者 に 送 付 す る こ と が で き る 。

第 八 章 裁 決

（ 裁 決 ）

第 五 十 四 条 人 事 委 員 会 は 、 審 査 を 終 了 し た と き は 、 そ の 結 果 に 基

づ き 、 速 や か に 、 次 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 裁 決 を 行 う も の と す る 。

一 審 査 請 求 が 理 由 が な い と き は 、 当 該 審 査 請 求 を 棄 却 す る 。

二 審 査 請 求 が 理 由 が あ る と き は 、 当 該 処 分 を 取 り 消 し 、 又 は 修

正 す る 。

２ 裁 決 書 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し 、 人 事 委 員 会 の 委 員 が 署

名 押 印 し な け れ ば な ら な い 。

一 当 事 者 の 表 示

二 主 文

三 事 実 及 び 争 点

四 理 由

（ 裁 決 に 伴 う 指 示 ）

第 五 十 五 条 人 事 委 員 会 は 、 審 査 の 結 果 、 必 要 が あ る と 認 め る と き

は 、 任 命 権 者 に 対 し 、 書 面 で 、 請 求 人 が 当 該 処 分 に よ っ て 受 け た

不 当 な 取 扱 い を 是 正 す る た め の 指 示 を し な け れ ば な ら な い 。

（ 裁 決 の 送 達 ）

第 五 十 六 条 裁 決 の 送 達 は 、 裁 決 書 の 正 本 を 当 事 者 又 は 当 事 者 の 指

定 す る 代 理 人 に 送 付 し て 行 う 。 こ の 場 合 に お い て 、 人 事 委 員 会 は 、

裁 決 に 対 す る 審 査 （ 以 下 「 再 審 」 と い う 。 ） の 請 求 を す る こ と が

で き る 旨 及 び 再 審 の 請 求 を す る こ と が で き る 期 間 を 併 せ て 通 知 す

る も の と す る 。

２ 裁 決 は 、 裁 決 書 の 正 本 を 当 事 者 又 は 当 事 者 の 指 定 す る 代 理 人 に

送 達 す る こ と に よ っ て 、 そ の 効 力 を 生 ず る 。

（ 裁 決 書 の 更 正 ）

第 五 十 七 条 人 事 委 員 会 は 、 裁 決 書 に 計 算 違 い 、 書 き 損 じ そ の 他 明

白 な 誤 り が あ る 場 合 に は 、 い つ で も 、 更 正 す る こ と が で き る 。

２ 裁 決 書 の 更 正 は 、 裁 決 書 の 原 本 及 び 正 本 に 付 記 し て す る も の と

す る 。 た だ し 、 正 本 に 付 記 し て す る こ と が で き な い と き は 、 更 正

通 知 書 を 当 事 者 に 送 付 し て す る も の と す る 。

第 九 章 再 審

（ 再 審 の 請 求 ）

第 五 十 八 条 当 事 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い

て は 、 人 事 委 員 会 に 対 し 、 再 審 の 請 求 を す る こ と が で き る 。

一 裁 決 の 基 礎 と な っ た 証 拠 が 虚 偽 の も の で あ る こ と が 判 明 し た

場 合

二 事 案 の 審 査 の 際 提 出 さ れ な か っ た 新 た な か つ 重 大 な 証 拠 が 発

見 さ れ た 場 合

三 裁 決 に 影 響 を 及 ぼ す よ う な 事 実 に つ い て 、 判 断 の 遺 漏 が 認 め

ら れ た 場 合

２ 再 審 の 請 求 は 、 裁 決 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 六 月 以 内 に 行 わ な

け れ ば な ら な い 。

３ 再 審 の 請 求 は 、 書 面 で 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ 前 項 の 書 面 （ 以 下 「 再 審 請 求 書 」 と い う 。 ） に は 、 次 に 掲 げ る

事 項 を 記 載 し 、 再 審 の 請 求 を し よ う と す る 者 が 署 名 押 印 し て 、 正

副 各 一 通 を 人 事 委 員 会 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

一 再 審 請 求 人 の 氏 名 、 住 所 及 び 生 年 月 日 並 び に 再 審 の 請 求 人 が

現 に 職 員 で あ る 場 合 は そ の 職 名 及 び 所 属

二 裁 決 書 に 記 載 さ れ た 請 求 人 の 氏 名 並 び に 処 分 者 の 職 及 び 氏 名

三 処 分 の 内 容 及 び 処 分 を 受 け た 年 月 日

四 裁 決 の 内 容 及 び 年 月 日

五 再 審 の 請 求 を す る 理 由

六 人 事 委 員 会 か ら の 再 審 の 請 求 人 に 対 す る 通 知 先 及 び 連 絡 先

七 再 審 の 請 求 の 年 月 日

５ 再 審 の 請 求 人 が 代 理 人 に よ っ て 再 審 の 請 求 を す る 場 合 は 、 再 審

請 求 書 に 前 項 に 掲 げ る 事 項 の ほ か 再 審 の 請 求 を す る 代 理 人 の 氏 名 、

住 所 及 び 職 名 又 は 職 業 を 記 載 し 、 当 該 代 理 人 が 署 名 押 印 を し な け

れ ば な ら な い 。

６ 第 四 項 第 一 号 又 は 第 六 号 に 掲 げ る 事 項 に 変 更 が 生 じ た 場 合 は 、

再 審 の 請 求 人 は 、 速 や か に 、 書 面 で そ の 旨 を 人 事 委 員 会 に 届 け 出

な け れ ば な ら な い 。

（ 再 審 の 範 囲 ）

第 五 十 九 条 人 事 委 員 会 は 、 再 審 の 請 求 を 受 理 し た 場 合 に は 、 請 求

の 範 囲 内 に お い て 再 審 を 行 う も の と す る 。

（ 職 権 に よ る 再 審 ）

第 六 十 条 人 事 委 員 会 は 、 第 五 十 八 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 再 審 の 理

由 が あ る と 認 め る と き は 、 職 権 に よ り 再 審 を 行 う こ と が で き る 。

（ 準 用 ）

第 六 十 一 条 第 二 章 （ 第 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 四 条 を 除 く 。
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） 、 第 三 章 、 第 四 章 並 び に 第 六 章 （ 第 四 十 九 条 第 一 項 を 除 く 。 ）

か ら 前 章 ま で の 規 定 は 、 再 審 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 第 六 条 第 一 項 第 二 号 中 「 処 分 」 と あ る の は 「 第 五 十 八 条 第 一

項 各 号 に 掲 げ る 場 合 」 と 、 「 事 実 に つ い て 」 と あ る の は 「 理 由 に

よ っ て 」 と 、 第 六 条 第 一 項 第 三 号 並 び に 同 条 第 二 項 及 び 第 三 項 中

「 法 第 四 十 九 条 の 三 」 と あ る の は 「 第 五 十 八 条 第 二 項 」 と 、 第 五

十 四 条 第 一 項 第 二 号 中 「 当 該 処 分 を 取 り 消 し 、 又 は 修 正 す る 」 と

あ る の は 「 最 初 の 裁 決 を 修 正 し 、 又 は こ れ に 代 え て 新 た に 裁 決 を

行 う 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

第 十 章 雑 則

（ 文 書 の 送 付 ）

第 六 十 二 条 文 書 の 送 付 は 、 使 送 又 は 郵 便 に よ っ て 行 う 。

２ 文 書 の 送 付 は 、 こ れ を 受 け る べ き 者 の 所 在 が 知 れ な い と き 、 そ

の 他 文 書 を 送 付 す る こ と が で き な い と き は 、 公 示 の 方 法 に よ っ て

す る こ と が で き る 。

３ 公 示 の 方 法 に よ る 送 付 は 、 人 事 委 員 会 が 当 該 文 書 を 保 管 し 、 い

つ で も そ の 送 付 を 受 け る べ き 者 に 交 付 す る 旨 を 宮 崎 県 公 報 に 掲 載

し て す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 掲 載 さ れ た 日 か ら 十 四

日 を 経 過 し た と き に 当 該 文 書 の 送 付 が あ っ た も の と み な す 。

（ 文 書 及 び 検 証 の 目 的 物 の 返 還 ）

第 六 十 三 条 人 事 委 員 会 は 、 法 及 び こ の 規 則 に 基 づ き 提 出 さ れ た 文

書 及 び そ の 写 し 並 び に 検 証 の 目 的 物 を 留 め 置 く 必 要 が な く な っ た

と き は 、 速 や か に 、 そ れ ら を そ の 提 出 人 に 返 還 す る も の と す る 。

（ 審 査 費 用 ）

第 六 十 四 条 審 査 及 び 再 審 の 費 用 は 、 次 に 掲 げ る も の を 除 く ほ か 、

そ れ ぞ れ 当 事 者 の 負 担 と す る 。

一 人 事 委 員 会 が 当 事 者 の 申 請 又 は 申 立 て に よ る こ と な く 行 う 証

拠 調 べ に 要 す る 費 用

二 人 事 委 員 会 が 文 書 の 送 付 に 要 す る 費 用

三 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 審 査 及 び 裁 決 に 要 し た 費 用 で 人

事 委 員 会 が 定 め る も の

第 十 一 章 異 議 申 立 て

（ 異 議 申 立 て ）

第 六 十 五 条 処 分 に つ い て の 法 第 四 十 九 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ る

異 議 申 立 て の 手 続 は 、 こ の 規 則 に 定 め る 審 査 請 求 の 例 に よ る 。

第 十 二 章 補 則

（ 補 則 ）

第 六 十 六 条 こ の 規 則 に 定 め る も の を 除 く ほ か 、 不 服 申 立 て に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 人 事 委 員 会 が 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 規 則 の 施 行 前 か ら 引 き 続 き 係 属 し て い る 不 服 申 立 て に つ い

て 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 不 利 益 処 分 に つ い て の 不 服 申 立 て に

関 す る 規 則 の 規 定 に よ り 行 わ れ た 手 続 に つ い て は 、 こ の 規 則 の 相

当 規 定 に よ り 行 わ れ た も の と み な す 。

（ 勤 務 条 件 に 関 す る 措 置 要 求 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

３ 勤 務 条 件 に 関 す る 措 置 の 要 求 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 四 年 宮 崎 県

人 事 委 員 会 規 則 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 四 条 第 四 項 中 「 （ 昭 和 三 十 八 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 一

号 ） 」 を 「 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 四 号 ） 」 に 改

め る 。

（ 職 員 の 苦 情 の 処 理 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ）

４ 職 員 の 苦 情 の 処 理 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 七 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会

規 則 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 三 項 中 「 （ 昭 和 三 十 八 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 一 号

） 」 を 「 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 四 号 ） 」 に 改 め

る 。

宮 崎 県 人 事 委 員 会 告 示 第 二 号

労 働 基 準 法 別 表 第 一 に よ る 県 の 各 事 務 （ 業 ） 所 の 区 分 （ 平 成 十 一

年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 告 示 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 平 成

十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

「 畜 産 試 験 場 支 場

優 良 家 畜 受 精 卵 総 合 セ

表 の 項 中

ン タ ー

を

県 立 高 等 水 産 研 修 所 」

「 盲 学 校 （ 寄 宿 舎 を 除

く 。 ）

「 畜 産 試 験 場 支 場

に 、

ろ う 学 校 （ 寄 宿 舎 を 除

を

県 立 高 等 水 産 研 修 所 」 く 。 ）

養 護 学 校 （ 寄 宿 舎 を 除

く 。 ） 」

「 特 別 支 援 学 校 （ 寄 宿 舎

に 改 め 、 同 表 の 項 中

を 除 く 。 ） 」

「 盲 学 校 の 寄 宿 舎

ろ う 学 校 の 寄 宿 舎 を 「 特 別 支 援 学 校 の 寄 宿 舎 」 に

養 護 学 校 の 寄 宿 舎 」

改 め る 。

宮 崎 県 人 事 委 員 会 告 示 第 三 号

有 給 休 暇 の 承 認 の 基 準 （ 昭 和 二 十 八 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 告 示 第 一

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

第 二 十 四 号 中 「 （ 昭 和 三 十 八 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 一 号 ） 第

九 条 の 二 」 を 「 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 四 号 ） 第 二

十 七 条 」 に 改 め る 。

不 利 益 処 分 に つ い て の 不 服 申 立 て に 関 す る 提 出 書 面 の 様 式 等 を 定

め る 規 程 を こ こ に 公 表 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日
宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 黒 木 奉 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 告 示 第 四 号

不 利 益 処 分 に つ い て の 不 服 申 立 て に 関 す る 提 出 書 面 の 様 式 等

を 定 め る 規 程

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 規 程 は 、 不 利 益 処 分 に つ い て の 不 服 申 立 て に 関 す る 規

則 （ 平 成 十 九 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 四 号 。 以 下 「 規 則 」 と

い う 。 ） 第 六 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 当 事 者 等 が 人 事 委 員 会 に 提

出 す る 書 面 の 様 式 等 に つ い て 定 め る も の と す る 。

（ 書 面 の 様 式 等 ）

第 二 条 規 則 に 規 定 す る 審 査 請 求 書 そ の 他 の 書 面 の 様 式 及 び 提 出 部

人事委員会告人事委員会告示示
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数 （ 規 則 に 定 め る も の を 除 く 。 ） は 、 次 の と お り と す る 。

附 則

こ の 告 示 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

様 式 名

審 査 請 求 書

審 査 請 求 書 記 載 事 項 変 更

届
審 査 併 合 （ 分 離 ） 申 立 書

審 査 請 求 手 続 承 継 申 立 書

審 査 請 求 取 下 申 出 書

処 分 取 消 （ 修 正 ） 届

審 査 請 求 継 続 申 出 書

判 決 確 定 届

代 表 者 選 任 （ 解 任 ） 届

代 理 人 選 任 （ 解 任 ） 届

口 頭 審 理 請 求 （ 請 求 撤 回 ）

書
口 頭 審 理 日 時 変 更 申 立 書

答 弁 書

反 論 書

準 備 書 面

釈 明 書

求 釈 明 書

最 終 陳 述 書

証 拠 資 料 提 出 書

同 行 証 人 申 請 書

証 人 尋 問 （ 証 拠 資 料 提 出 ）

申 立 書

証 人 不 出 席 届

宣 誓 書

口 述 書

当 事 者 本 人 尋 問 申 出 書

証 拠 の 所 在 地 に お け る 証

拠 調 べ 申 出 書

書 面 審 理 に お け る 口 頭 意

見 陳 述 申 立 書

再 審 請 求 書

再 審 請 求 書 記 載 事 項 変 更

届

規 則 の 関 係 条 項

第 三 条 第 一 項

第 四 条 第 三 項

第 八 条 第 三 項

第 九 条 第 一 項

第 十 条 第 二 項

第 十 一 条 第 一 項

第 十 一 条 第 二 項

第 十 二 条

第 十 四 条 第 二 項

第 十 五 条 第 二 項

第 二 十 条 第 三 項

第 二 十 二 条 第 二

項
第 二 十 三 条 第 一

項
第 二 十 三 条 第 二

項
第 二 十 四 条 第 一

項
第 二 十 六 条 第 一

項
第 二 十 六 条 第 二

項
第 三 十 二 条 第 二

項
第 三 十 五 条 第 一

項
第 三 十 六 条 第 二

項
第 三 十 七 条 第 二

項
第 三 十 九 条 第 三

項
第 四 十 一 条 第 二

項
第 四 十 三 条 第 一

項
第 四 十 四 条 第 三

項
第 四 十 八 条 第 二

項
第 四 十 九 条 第 二

項
第 五 十 八 条 第 三

項
第 五 十 八 条 第 六

項

様 式 番 号

様 式 第 一 号

様 式 第 二 号

様 式 第 三 号

様 式 第 四 号

様 式 第 五 号

様 式 第 六 号

様 式 第 七 号

様 式 第 八 号

様 式 第 九 号

様 式 第 十 号

様 式 第 十 一 号

様 式 第 十 二 号

様 式 第 十 三 号

様 式 第 十 四 号

様 式 第 十 五 号

様 式 第 十 六 号

様 式 第 十 七 号

様 式 第 十 八 号

様 式 第 十 九 号

様 式 第 二 十 号

様 式 第 二 十 一

号
様 式 第 二 十 二

号
様 式 第 二 十 三

号
様 式 第 二 十 四

号
様 式 第 二 十 五

号
様 式 第 二 十 六

号
様 式 第 二 十 七

号
様 式 第 二 十 八

号
様 式 第 二 十 九

号

提 出 部 数

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

一 通
正 副 各 一 通

一 通
一 通

正 副 各 一 通

一 通
一 通

一 通
一 通

一 通
正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

一 通
一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通

一 通
一 通

正 副 各 一 通

正 副 各 一 通
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